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保証

当社では、本製品において、出荷の日から 1 年間、材料およびその仕上がりについて欠陥がないことを保証
します。この保証期間中に製品に欠陥があることが判明した場合、当社では、当社の裁量に基づき、部品お
よび作業の費用を請求せずに当該欠陥製品を修理するか、あるいは当該欠陥製品の交換品を提供します。
保証時に当社が使用する部品、モジュール、および交換する製品は、新しいパフォーマンスに適応するため
に、新品の場合、または再生品の場合もあります。交換したすべての部品、モジュール、および製品は当社
で保有されます。

本保証に基づきサービスをお受けいただくため、お客様には、本保証期間の満了前に当該欠陥を当社に通
知していただき、サービス実施のための適切な措置を講じていただきます。お客様には、当該欠陥製品を梱
包していただき、送料前払いにて当社指定のサービス・センターに送付していただきます。本製品がお客様
に返送される場合において、返送先が当該サービス・センターの設置されている国内の場所であるときは、当
社は、返送費用を負担します。しかし、他の場所に返送される製品については、すべての送料、関税、税金
その他の費用をお客様に負担していただきます。

本保証は、不適切な使用または不適切もしくは不十分な保守および取り扱いにより生じたいかなる欠陥、故
障または損傷にも適用されません。当社は、以下の事項については、本保証に基づきサービスを提供する義
務を負いません。a）当社担当者以外の者による本製品のインストール、修理またはサービスの試行から生じ
た損傷に対する修理。b）不適切な使用または互換性のない機器への接続から生じた損傷に対する修理。c）
当社製ではないサプライ用品の使用により生じた損傷または機能不全に対する修理。d）本製品が改造また
は他の製品と統合された場合において、改造または統合の影響により当該本製品のサービスの時間または
難度が増加したときの当該本製品に対するサービス。

この保証は、明示的または黙示的な他のあらゆる保証の代わりに、製品に関して当社がお客様に対して提供
するものです。当社およびベンダは、商品性または特定目的に対する適合性についての一切の黙示保証を
否認します。欠陥製品を修理または交換する当社の責任は、本保証の不履行についてお客様に提供される
唯一の排他的な法的救済となります。間接損害、特別損害、付随的損害または派生損害については、当社
およびそのベンダは、損害の実現性を事前に通知されていたか否に拘わらず、一切の責任を負いません。
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保証

当社では、ソフトウェア製品を提供する目的で使用されているメディア、およびそのメディア上のプログラムの
エンコードにおいて、出荷の日から 3 か月間、材料およびその仕上がりについて欠陥がないことを保証しま
す。この保証期間中にメディアまたはエンコードに欠陥があることが判明した場合、当社では、当該欠陥メディ
アの交換品を提供します。ソフトウェア製品を提供する目的で使用されているメディアを除き、本ソフトウェア
製品は、明示的保証または暗示的保証を問わず何等保証のない "現状有姿" のまま提供されています。当
社では、本ソフトウェア製品に含まれる機能がお客様の要求を満たすこと、プログラムの動作が中断されない
こと、エラーが発生しないことのいずれも保証いたしません。

本保証に基づきサービスをお受けいただくため、お客様には、本保証期間の満了前に当該欠陥を当社に通
知していただきます。お客様から通知を受けた後、妥当な期間内に材料およびその仕上がりに欠陥がない交
換品を提供できない場合、お客様は、本ソフトウェア製品のライセンスを終了して本製品とその関連材料を返
却し、お客様が既に支払った代金を払い戻すことができます。

この保証は、明示的または黙示的な他のあらゆる保証の代わりに、製品に関して当社がお客様に対して提供
するものです。当社およびベンダは、商品性または特定目的に対する適合性についての一切の黙示保証を
否認します。欠陥メディアの交換またはお客様が支払った代金払い戻しを行う当社の責任は、本保証の不履
行についてお客様に提供される唯一の排他的な法的救済となります。間接損害、特別損害、付随的損害ま
たは派生損害については、当社およびそのベンダは、損害の実現性を事前に通知されていたか否に拘わら
ず、一切の責任を負いません。
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安全にご使用いただくために

安全にご使用いただくために

人体への損傷を避け、本製品や本製品に接続されている製品への損傷を防
止するために、次の安全性に関する注意をよくお読みください。

安全にご使用いただくために、本製品の指示に従ってください。

資格のあるサービス担当者以外は、保守点検手順を実行しないでください。

本製品をご使用の際に、規模の大きなシステムの他の製品にアクセスしなけ
ればならない場合があります。システムの操作に関する警告や注意事項につ
いては、他製品のマニュアルにある安全に関するセクションをお読みください。

火災や人体への損傷を
避けるには

適切な電源コードを使用してください。 本製品用に指定され、使用される国で
認定された電源コードのみを使用してください。

接続と切断は正しく行ってください。 プローブと検査リードは、電圧ソースに接
続されている間は着脱しないでください。

本製品を接地してください。 本製品は、電源コードのグランド線を使用して接
地します。 感電を避けるため、グランド線をアースに接続する必要があります。
本製品の入出力端子に接続する前に、製品が正しく接地されていることを確
認してください。

すべての端子の定格に従ってください。 火災や感電の危険を避けるために、
本製品のすべての定格とマーキングに従ってください。 本製品に電源を接続
する前に、定格の詳細について、製品マニュアルを参照してください。

本製品の定格は測定カテゴリＩになります。一次回路、設置カテゴリＩＩ，ＩＩＩ，お
よびＩＶの回路には接続しないでください。

プローブの基準リードは、グランドにのみ接続してください。

電源を切断してください。 電源コードの取り外しによって主電源が切り離され
ます。電源コードをさえぎらないでください。このコードは常にアクセス可能で
あることが必要です。

カバーを外した状態で動作させないでください。 カバーやパネルを外した状
態で本製品を動作させないでください。

故障の疑いがあるときは動作させないでください。 本製品に故障の疑いがあ
る場合、資格のあるサービス担当者に検査してもらってください。

露出した回路への接触は避けてください。 電源がオンのときに、露出した接
続部分やコンポーネントに触れないでください。

適切な AC アダプタを使用してください。 本製品用に指定された AC アダプ
タのみを使用してください。

適切なヒューズを使用してください。 本製品用に指定されたタイプおよび定格
のヒューズのみを使用してください。
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湿気の多いところでは動作させないでください。

爆発性のあるガスがある場所では使用しないでください。

製品の表面を清潔で乾燥した状態に保ってください。

適切に通気してください。 適切な通気が得られるような製品の設置方法の詳
細については、マニュアルの設置方法を参照してください。

本マニュアル内の用語 本マニュアルでは、次の用語を使用します。

警告： 人体や生命に危害をおよぼすおそれのある状態や行為を示します。

注意： 本製品やその他の接続機器に損害を与える状態や行為を示します。

本製品に関する記号と
用語

本製品では、次の用語を使用します。

DANGER: ただちに人体や生命に危険をおよぼす可能性があることを示し
ます。

WARNING: 人体や生命に危険をおよぼす可能性があることを示します。

CAUTION: 本製品を含む周辺機器に損傷を与える可能性があることを示
します。

本製品では、次の記号を使用します。
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安全に保守点検していただくために

安全に保守点検していただくために

資格のあるサービス担当者のみが、保守点検手順を実行する必要があります。
保守点検手順を実行する前に、この『安全に保守点検していただくために』と
『安全にご使用いただくために』をお読みください。

一人だけで保守点検しないでください: 応急処置と救急蘇生ができる人の介
在がないかぎり、本製品の内部点検や調整を行わないでください。

電源を切断してください: 感電を避けるため、機器の電源を切り、電源コード
を電源コンセントから抜いてください。

電源オン時の保守点検には十分注意してください: 本製品には、危険な電圧
や電流が存在している可能性があります。保護パネルの取り外し、はんだ付
け、コンポーネントの交換をする前に、電源の切断、バッテリの取り外し（可能
な場合）、試験導線の切断を行ってください。

感電を避けるため、露出している接続部には触れないでください。
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このマニュアルでは、当社ロジック・アナライザおよび関連するアクセサリをイン
ストールする際に必要なすべての情報について説明します。

人体への危害や機器の損傷を防ぐために、保守点検を開始する前に次の要
件を確認してください。

このマニュアルで説明する手順は、資格のあるサービス担当者のみで行
う必要があります。

このマニュアルの最初に記載されている「安全にご使用いただくために」と
「安全に保守点検していただくために」をお読みください。

このマニュアルの警告、注意、および注に必ず従ってください。

TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザ

TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザは、2 台のモジュールを含むポータブ
ル・メインフレーム（TLA7012 型）、および 6 台のモジュールを含むベンチトッ
プ・メインフレーム（TLA7016 型）で構成されます。

TL708EX型 TekLink 8 ポート・ハブ、およびローカル・エリア・ネットワーク（LAN）
ギガビット（Gb）・スイッチによりシステムを拡張し、ネットワークに接続すること
ができます。専用 PC コントローラ（TLA7PC1 型）も用意していますが、アプリ
ケーション・ソフトウェアをお持ちの PC に読み込むことも可能です。

このロジック・アナライザは Microsoft Windows オペレーティング・システムと互
換性があるため、PC 用のサードパーティ製ハードウェア／ソフトウェアを機器
にインストールすることができます。

ユーザ・インタフェースは、Microsoft Windows オペレーティング・システムの下
で動作します。マイクロソフト社は機器の保護を保証するために、以下を推奨
しています。

インターネット・ファイアウォールの使用

オペレーティング・システムの更新の定期的なインストール

最新のアンチウイルス・ソフトウェアの使用

TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザは、高性能ロジック・アナライザ・モジュー
ルと、オプションのアプリケーション・モジュールまたは外部の当社オシロスコー
プの組み合わせを可能とします。
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図 i: TLA7012 型ポータブル・メインフレーム

ロジック・アナライザ・モジュールによっては、チャンネル幅、ステート速度およ
びメモリ容量のさまざまな組み合わせを利用できるものもあります。 すべての
ロジック・アナライザ・モジュールは、1 つのプローブでステートとタイミングを同
時に測定できます。
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図 ii: TLA7016 型ベンチトップ・メインフレームと別売りの PC コントローラ

マニュアル

下記に、ロジック・アナライザの関連マニュアルの一覧を示します。マニュアルは、
TLA マニュアル CD および当社のホームページ（www.tektronix.com/manuals）
から入手できます。

この表に掲載されていないマニュアルについては、お近くの当社営業所まで
お問い合わせください。

関連マニュアル

項目 目的 参照先

TLA クイック・スタート・ユーザ・マ
ニュアル

高度なレベルの操作概要

オンライン・ヘルプ 操作およびユーザ・インタフェース
の詳細なヘルプ

インストール・クイック・リファレンス・
カード

高度なレベルのインストール情報

インストール・マニュアル 最初のインストール時の詳細な情報
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関連マニュアル （続き）

項目 目的 参照先

ロジック・アナライザのすべて ロジック・アナライザの基本

機密解除およびセキュリティに関
する説明

Tektronix 製品からのメモリ・デバイ
スの取り外しに伴うデータ・セキュリ
ティの懸念事項

アプリケーション・ノート ロジック・アナライザのアプリケー
ション・ノート集

製品仕様 & 性能検査手順 TLA 製品仕様と性能検査手順

TPI.NET マニュアル .NET を使用したロジック・アナライ
ザ制御に関する詳細な情報

フィールド・アップグレード・キット ロジック・アナライザのアップグレー
ド情報

サービス・マニュアル（オプション） モジュールおよびメインフレームの
セルフサービス・マニュアル
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基本的なインストール

この章では、当社のロジック・アナライザと関連のアクセサリをインストールする
ために必要なすべてのステップについて説明します。 この章は、システム構
成品目のほとんどをプリインストールなしで購入され、各品目をインストールし
たいお客様を対象に書かれています。 モジュールがすでにインストールされ
ているロジック・アナライザを購入したお客様も、この章を読み、必要なステッ
プを実行してください。

梱包リストのチェック

梱包リストおよびアクセサリ・リストを参照して、ロジック・アナライザのすべての
部品が含まれていることを確認します。(107 ページ 「アクセサリ」 参照)。さら
に、次のことを確認します。

設置地域の規格に合った電源コードがあること

適切なプローブとモジュールがあること

スタンダード・アクセサリ

注文したすべてオプショナル・アクセサリがあること

注意： この注意は、A6 オプション付属の TLA7016 型ベンチトップ・メインフ
レームにのみ適用されます。 (109 ページの 表 18 参照)。

この製品には、専用の特殊な大電流電源コード・セットが付属していますので、
必ずこれを使用してください。
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設置場所の検討

ロジック・アナライザの取り付けを行う前に、このセクションをお読みください。こ
のセクションでは、ロジック・アナライザの動作条件および電源の要件について
説明します。環境条件は、すべての TLA7000 シリーズ製品に適用されます。

表 1: 環境条件

特性 説明

温度 動作時

非動作時

+5 ℃～ +45 ℃

-20 ℃～ +60 ℃

動作時 30 ℃以下、相対湿度 80% （最高湿球温度 29 ℃）湿度

20% ～
80%

非動作時 8% ～ 80% （最高湿球温度 29 ℃）

高度 動作時お
よび非動
作時

最高 3,000 m （9,843 フィート）

注意： 適切に冷却されるように機器の上、後ろ、および両側面に各 15.3 cm（6
インチ）のスペースを確保します。 適切なスペースがないと、機器が過熱して
シャット・ダウンする可能性があります。

ポータブル・メインフレー
ムの設置場所について

ポータブル・メインフレームは、底面の脚を下にした正常位置で、ベンチまた
は台車に乗せて使用します。 前面の脚を伸ばし、機器のディスプレイが良く見
えるようにします。 メインフレームを機器ラックに取り付けることもできます。

表 2: ポータブル・メインフレームの電源条件

特性 説明

電圧範囲と周波数 45 Hz ～ 66 Hz で 90 VAC ～ 250 VAC

360 Hz ～ 440 Hz で 100 VAC ～ 132 VAC

入力電流 90 VAC で最大 7 A（70 A サージ）

消費電力 750 W （最大）

ベンチトップ・メインフ
レームの設置場所につ

いて

ベンチトップ・メインフレームは、ベンチや台車に乗せて、またはラックに取り付
けて操作するように設計されています。複数台のベンチトップ・メインフレーム
を積み重ねなければならない場合は、メインフレームをラックに取り付けてくだ
さい。

警告： 怪我をする恐れがあるので、ベンチトップ・メインフレームを 1 人で持ち
上げたり移動したりしないでください。 このサイズと重量のメインフレームを持
ち上げたり移動したりする作業は、2 人で行うようにしてください。
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ベンチトップ・メインフレームの上に、複数のベンチトップ・メインフレームを積
み重ねないでください。 複数のメインフレームが確実に取り付けられ、落下し
ないようにするために、必ずラックマウント・キットを使用してください。

表 3: ベンチトップ・メインフレームの電源条件

特性 説明

電圧範囲と周波数 45 Hz ～ 66 Hz で 90 VAC ～ 250 VAC

360 Hz ～ 440 Hz で 100 VAC ～ 132 VAC

入力電流 90 VAC で最大 16.5 A（70 A サージ）

消費電力 1450 W （最大）

モジュールがインストールされたメインフレームの消費
電力に関する情報については、このマニュアルの後
半にある付録を参照してください。 (99 ページ 「メイ
ンフレームの電源の説明」 参照)。

ハードウェア設置場所に
ついて

TLA7PC1 型ベンチトップ PC コントローラ、TL708EX 型ハブ、および GbE ス
イッチのユニットは、作業用ベンチ、機器ラック、または台車に乗せて別々に操
作できます。また、ベンチトップ・メインフレームに付属のブラケットを使用して、
ベンチトップ・メインフレームに取り付けることもできます。

表 4: TLA7PC1 型および TL708EX 型の電源条件

製品 説明

TLA7PC1
型

電圧範
囲と周波
数

50 Hz ～ 66 Hz で 100 VAC ～ 200 VAC

入力電
流

100 VAC で最大 3 A

消費電
力

最大 300 W

TL708EX
型

電圧範
囲と周波
数

45 Hz ～ 66 Hz で 90 VAC ～ 250 VAC

入力電
流

100 VAC で最大 2 A

消費電
力

最大 200 W
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ブラケット・キットの取り付け

ベンチトップ・ロジック・アナライザをラックマウント環境以外で使用する場合は、
ブラケット・キットを使用して、PC コントローラ、GbE スイッチ、および TL708EX
型ハブをベンチトップ・メインフレームに取り付けることができます。 (4 ページ
の 図 1 参照)。 次の手順で行います。

1. 取り付け対象のハードウェアを、最も重いものを一番下にしてロジック・ア
ナライザの上に置きます。

2. キットには左右のブラケットが 1 枚ずつ、取り付け用ネジと一緒に入ってい
ます。 片方のブラケットをロジック・アナライザのフレームに合わせます。こ
のとき、ブラケットがすべてのハードウェア・ユニットにかかるようにし、かつ
最上段のユニットよりも上に出るブラケットの高さが最小になるようにします。

3. ブラケットに付属している 8-32、P2 Pozidriv ネジを使って、ブラケットをロ
ジック・アナライザに固定します。

4. ステップ 2 ～ 3 を繰り返し、もう片方のブラケットを反対側に取り付けます。

5. 必要に応じて、ハードウェア・ユニット用ブラケットを動かします。 たとえば、
TL708EX 型ハブのブラケットは、同ユニットの背面にくるようにします。取り
付け手順については、ユニットの下部に貼ってあります。

6. ブラケットに付属している 10-32、P2 Pozidriv ネジを使って、ハードウェア・
ユニットをブラケットに固定します。

図 1: ブラケット・キットで TL708EX 型ハブ、TLAPC2 コントローラ、および
GbE スイッチを TLA7016 型に取り付けたところ
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シャーシのグランド接続

シャーシのグランド接続コネクタを使用して、ターゲット・システム（テスト中のシ
ステム）のグランドをロジック・アナライザに接続し、機器間に共通のグランド接
続を確保します。 (5 ページの 図 2 参照)。

注意： グランド・ループによるノイズのリスクを減らすため、図に示すとおりに、
システムのすべての機器をロジック・アナライザ・メインフレームのグランドに接
続します。

図 2: TLA7000 ロジック・アナライザのグランド接続の位置

メインフレームの環境設定

このセクションを使用して、ロジック・アナライザ・メインフレームとサポート・ハー
ドウェア（コントローラ、ネットワーク・スイッチ、ルータ、および TL708EX 型ハブ
など）を接続してください。 次に、ディスプレイ、キーボード、その他のアクセサ
リなどの周辺機器等を接続します。 (51 ページ 「アクセサリの接続」 参照)。

初回設定時の検討事項 機器を初めて起動するとき、ネットワークに接続するかどうか決める必要があり
ます。 以下の場合は、ネットワークに接続してください。

ネットワークでファイルを共有する

共有プリンタで印刷する

機器をリモートで操作する
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TLA7000 シリーズのメインフレームの設定は、使用するメインフレームの数や、
ネットワークに接続したいかどうかに応じて異なります。 次の表に、ネットワー
ク接続の種類と、その設定方法を示します。

表 5: メインフレームのネットワーク設定

設定
利用可能なネットワー
ク・サービス

TLA7PC1 型、または
お客様所有の PC TLA7016 型

スタンドアローン — LAN 接
続なし

なし — スタンドアローン DHCP で設定。 TCP/IP
プロパティは DHCP に
設定しておくが、LAN 接
続（DNS サービス）がな
い場合には、Windows は
ルーティング不能な IP
アドレス 169.254.xxx.xxx
を割り当てる 1

静的 IP で設定。 TLA7016
型のプリセット IP アドレス
機能を使用したルーティ
ング不能な IP アドレス
169.254.xxx.xxx を推奨

プライベート LAN への接
続

DHCP のみ（DNS なし） DHCP で設定 1 DHCP で設定。 DHCP
サービスでルータを使用

社内 LAN への接続 DHCP と DNS の共用 DHCP で設定 DHCP で設定

1 DNS （ドメイン・ネーム・サービス）が利用できない場合（DNS は Windows サーバにより提供されることが多い）、IP アドレスを解決する時
間を最小化するために、hosts ファイルが必要になります。 (7 ページ 「TLA7016 型のネットワーク検索性能」 参照)。

ネットワークへの接続 PC からリモートでメインフレームを操作したい場合、TLA アプリケーション・ソ
フトウェアをインストールする必要があります。 (34 ページ 「PC への TLA アプ
リケーション・ソフトウェアのインストール」 参照)。ただし、オプションの PC ベー
スのコントローラ（TLA7PC1 型）を使用する場合には、TLA アプリケーション・
ソフトウェアは事前にインストールされています。 ネットワークの設定時に、IT
部門またはネットワーク管理者の支援が必要となることもあります。

ネットワーク接続の概要 TLA7000 シリーズでは、コントローラとメインフレーム間の通信を、IP（インター
ネット・プロトコル）標準を使用した GbE （ギガビット・イーサネット）接続によっ
て行います。 典型的な TLA データ・ファイルのサイズを考えると、広く普及し
ている 100BaseT ネットワークでは、ネットワーク・ハードウェアとして GbE 機器
を使用することをお勧めします。 ネットワーク接続には少なくとも Cat5e ケーブ
ルを使用します。

ネットワーク上で動作するには、すべての接続機器は固有の IP アドレスを持
たなければなりません。 この IP アドレスは、TLA に静的アドレスを手動で入力
することによって得られます。一方、ネットワークに DHCP（動的ホスト管理プロ
トコル）サーバがある場合、機器に必要な IP アドレスはサーバが動的に割り当
てます。
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TLA7016 型のネットワーク検索性能: TLA7016 型のホスト名を IP アドレス
に変換するために、TLA アプリケーション・ソフトウェアは DNS（Domain Name
Service）サービスを必要とします。DNS サービスがネットワーク上で利用できな
い場合、TLA7016 型メインフレームをネットワーク上で特定しようとすると、検
索時間が長くなる場合があります。

この検索時間を短縮するため、hosts ファイルは PC の Windows インストール
先フォルダ直下の \system32\drivers\etc ディレクトリに置くことをお勧めしま
す。このファイルの内容の例を下に示します。

120.0.0.1 localhost

192.168.0.19 TLA7016_Lab1

192.168.0.20 TLA7016_Lab2

192.168.0.21 TLA7016_Lab3

TLA IP アドレス・リース期間: 信頼できるネットワーク操作を実現するために、
DHCP で割り当てた IP アドレスには "リース期間" があります。通常、この IP ア
ドレスは、1 日、1 週間など、事前に設定された期間だけ機器に "リース" されま
す。 リース期間の期限が切れると、実際の IP アドレスが変わることがあります。

リース期限が切れ、IP アドレスが変更されると、TLA とホスト間のすべてのネッ
トワーク接続も期限切れとなるため、ネットワークの通信は停止し、TLA アプリ
ケーションも終了します。 この状態を修正するには、TLA アプリケーションを再
起動しなければなりません。

データを取得しているかどうかに関係なく、長期間にわたって TLA アプリケー
ションをリモートで操作する場合は、IP アドレスが変更されないように、リース期
間を設定しなければなりません。 ご不明な点は、ネットワーク管理者に相談し
てください。

ネットワーク・セキュリ
ティ

ロジック・アナライザ・システムのユーザ・インタフェースは、Microsoft Windows
XP Professional オペレーティング・システムの下で動作します。 当社は確実に
機器が保護されるよう、以下を実行することを強くお勧めします。

すべての TLA メインフレームで、標準の Windows XP ファイアウォールを
デフォルトで有効にする。 なお、ファイアウォールの詳細設定は、Windows
のコントロール・パネルから変更できます。

オペレーティング・システムの更新を定期的にインストールする。

最新のアンチウイルス・ソフトウェアを使用する。

注： 機器をネットワークから利用するためには、ワークグループまたはドメイン
に入らなければなりません。 リモートで機器を操作しようとする場合、機器とリ
モート・コンピュータの双方が同一のワークグループ内にあるか、またはネット
ワーク上の同一ドメインになければなりません。
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ネットワークに接続する場合、次の情報を IT 部門またはネットワーク管理者か
ら入手し、設定を間違いなく行う必要があります。

ワークグループまたはドメイン名

DHCP IP アドレス（デフォルト）または静的 IP アドレス

ドメイン・ネーム・サービス（DNS）

その他、ネットワーク管理者からのネットワーク情報

Teklink/TLA7000 シリーズのメインフレームは以下のサービスを必要とします。

DNS

DHCP

ネットワーク・ポートをブロックするファイアウォール: 次のアプリケーションの
いずれかで問題が生じた場合、ファイアウォールが次のネットワーク・ポートを
使用する通信をブロックしている可能性があります。

TLA アプリケーション - ポート 111

TPI.NET - ポート 9000

Windows XP リモート・デスクトップ - ポート 3389

注： 当社では、お客様がネットワーク管理者の支援のもとでネットワ－ク・イン
ストール先の実地調査を行い、ネットワークの要件を決定されることをお勧めし
ます。 このマニュアルの巻末に実地調査票の推奨案があります。 (115 ページ
「TLA7000 ネットワーク・インストール実地調査」 参照)。

初回のネットワーク設定 お持ちの機器では、Microsoft ワークグループ・モデルと Microsoft ドメイン・モ
デルのどちらを使用すべきか、ネットワーク管理者に確認して判断します。 機
器の電源を入れ、次の表を使用し Windows の質問に回答します。
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表 6: 初回のネットワーク設定

スタンドアローン ワークグループ ドメイン

PC を保護します。 なし Help protect my PC by turning on Automatic Updates
now（自動更新をオンにして PC を保護する）を選びます

お使いのコンピュータの
名前は何ですか（回答後
数分お待ちください）？

お客様の組織における標準的な命名規則についてネットワーク管理者に確認しま
す。 お客様の組織に命名規則がない場合、参考としてあげたものに従って、コン
ピュータ名を選びます。

管理者パスワードは何で
すか？

通常のソフトウェアのインストール、Windows アップデートの実施、またはファイア
ウォール設定の変更には、管理者アカウントが必要です。 ネットワーク管理者に適
切なパスワードを確認します。 すべての TLA システムの管理者パスワードのデ
フォルトは、空白です。

このコンピュータはドメイ
ンの中にありますか？

いいえ（ワークグループのメンバーシップが与えられて
いる）

はい。機器がログオンする
ドメイン名を入力します。

ドメインの設定を入力しま
す。

なし 機器をドメインに追加で
きるユーザの名前／パス
ワードを入力します。

インターネット接続を確認
しています

Skip を押します。 これが終わるのを待ちます。

このコンピュータはどのよ
うにインターネットに接続
しますか？

なし 適切な回答を選びます。

高速な接続の設定 なし ネットワーク管理者が割
り当てた固定 IP か DNS
を入力するか、Obtain
Automatically（自動的に
獲得する）を選択します。

（LAN が接続されている
場合）このコンピュータ
は、インターネットに直接
接続しますか、またはネッ
トワーク経由で接続しま
すか？

なし Yes through a network を
選びます。

なし

（LAN が接続されていな
い場合）Windows は LAN
接続を検出できません。

なし LAN の設定を後で行い
ます。

なし

マイクロソフト社に登録す
ることができます。

お客様の機器の Windows はすでに有効になっています。 登録を行うと、マイクロ
ソフト社側から、お客様に連絡できるようになります。

誰がコンピュータを使い
ますか？

ここに名前を入力すると、この機器に対する管理者権限が複数のユーザに与えられま
す。 デフォルトでは、パスワードは空白です。

ネットワーク・スイッチおよび TLA7PC1 型コントローラについては以下に説明
しますが、ルータに関する特定の情報は、ルータのマニュアルを参照してくだ
さい。

ネットワーク・スイッチ: 16 ポートのネットワーク・スイッチは、コントローラとメイ
ンフレームの間のデータ・フローを制御します。 GbE スイッチは、ロジック・ア
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ナライザ・メインフレームと TLA7PC1 型コントローラまたは外部 PC（TLA アプ
リケーション実装済み）との間を接続します。 (図 3 参照)。

図 3: ネットワーク・スイッチ

TLA7PC1 型ベンチトップ PC コントローラ: この PC ベースのコントローラ（オ
プション）は、TLA アプリケーションが事前に読み込まれており、GbE スイッチ
でベンチトップ・メインフレームに接続できます。コントローラは 19 インチ幅の
シャーシに内蔵されていてラックに取り付け可能ですが、ベンチトップ・ブラケッ
ト・キットを使用してベンチトップ・メインフレームに取り付けることもできます。
(4 ページ 「ブラケット・キットの取り付け」 参照)。 コントローラは、施錠できる前
面ドアを開けたところに 2 基のリムーバブル・ハード・ディスク・トレイを備えて
います。 一方のトレイにはメインのハード・ディスク・ドライブが入っています。
もう一方のトレイには、別売りの SATA ハード・ディスク・ドライブを収納すること
ができます。 (図 4 参照)。

図 4: TLA7PC1 型 ベンチトップ PC コントローラ

プリセット IP アドレス テスト・システムで接続しているメインフレーム数に応じて、または接続先のネッ
トワークの要求に応じて、ベンチトップ・メインフレームの IP アドレスの変更が
必要となることがあります。

推奨される IP アドレスのプリセット・リストが、ベンチトップ・メインフレームに組
み込まれています。 (表 7 参照)。特定のアドレスを設定することもできます。
(38 ページ 「TLA7016 型の出荷時ネットワーク設定の変更」 参照)。
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プリセットの IP アドレスのリストは、次のようにして表示します。

1. TLA7016 型インタフェース・モジュールのリセット・ボタンを押したままにし
ます。 (図 5 参照)。

フロント・パネルのディスプレイでは、2 ～ 3 秒ごとに次のプリセット・アドレ
スに切り替わります。 (表 7 参照)。

図 5: IP アドレスの設定

2. 対象アドレスが表示されたら、リセット・ボタンを離します。

以下に示すアドレスが用意され、DHCP から順次表示されます。

表 7: プリセット IP アドレス

選択 IP アドレス
サブネット・マ
スク

デフォルト・
ゲートウェイ 備考

Use: DHCP -- -- -- DHCP 対応ルータで提供される IP アドレ
ス指定

Use:
169.254.0.19

169.254.0.19 255.255.0.0 0.0.0.0 PC の直接接続で使用されるルーティング
不能な静的アドレス

Use:
169.254.0.20

169.254.0.20 255.255.0.0 0.0.0.0 PC の直接接続で使用されるルーティング
不能な静的アドレス

Use:
192.168.0.19

192.168.0.19 255.255.0.0 0.0.0.0 DHCP 対応ルータによるプライベート LAN
で使用されるルーティング不能な静的アド
レス

Use:
192.168.0.20

192.168.0.20 255.255.0.0 0.0.0.0 DHCP 対応ルータによるプライベート LAN
で使用されるルーティング不能な静的アド
レス

Factory default -- -- -- 工場出荷時設定に戻る（DHCP を使用し、
ホスト名をデフォルトの TLA7016_<メインフ
レーム S/N> に戻す)

No change -- -- -- 現在の IP アドレスとホスト名を保持する
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機器のインストール

次の設定については、複雑なものから説明します。 スタンドアローン・メインフ
レームとして設定するのが、最も一般的です。

スタンドアローン TLA7012 型ポータブル

スタンドアロ－ン TLA7016 型ベンチトップ（外部コントローラが必要）

プライベート LAN 上の TLA7016 型ベンチトップ

社内 LAN 上の TLA7016 型ベンチトップ

注： TLA アプリケーション・ソフトウェア・バージョン 5.6 以上を、コントローラ
PC にインストールしておく必要があります。 (34 ページ 「PC への TLA アプリ
ケーション・ソフトウェアのインストール」 参照)。
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スタンドアロ－ンのイン
ストール（ポータブル・メ

インフレーム）

ポータブル・メインフレームをスタンドアローン機器として使用する場合、次の
ようにします。

1. ターゲット・システムの近くの便利な場所に機器を設置します。

2. 使用したい周辺機器を接続します。 (51 ページ 「アクセサリの接続」 参照)。

3. モジュールを取り付けます。 (46 ページ 「モジュールの取り付け」 参照)。

4. 操作の説明については、『TLA クイック・スタート・ユーザ・マニュアル』およ
びオンライン・ヘルプを参照してください。

次の図は、ポータブル・メインフレームのスタンド・アローンのセットアップを示
します。

図 6: ポータブル・メインフレームのセットアップ（モジュールは 2 基まで）

ネットワーク設定の概要 ベンチトップ・メインフレームでは外部の PC コントローラが必要になります。
PLA7PC1 型ベンチトップ PC コントローラを使用することができるほか、 TLA
アプリケーション・ソフトウェアをインストールした、お客様の PC を使用するこ
ともできます。 コントローラとメインフレームは、イーサネット接続を介して通信
します。

このセクションでは、ネットワーク設定の構成、コントローラとベンチトップ・メイン
フレームの間の通信の確立について取り上げます。 ケーブルを接続した後、
以下のステップに従ってネットワーク構成のオプションをすべて設定します。

1. コントローラおよびメインフレームを起動し、TLA アプリケーションをすべて
終了します。

2. Windows のネットワーク ツールを使用して LAN 接続を確立します（IP アド
レスを設定し、必要に応じて、ユーザ名およびパスワードを IT 担当部署
から取得します）。

3. コントローラで TLA アプリケーションを起動します。

4. ソフトウェア・コントロールから TLA メインフレームを検索し、接続します。

5. テスト・システムのすべてのメインフレームが接続するまで、検索を繰り返
します。

6. TLA をコントローラまたはリモートのコンピュータから操作します。
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基本的なインストール

スタンドアロ－ンのイン
ストール（ベンチトップ・

メインフレーム）

クロスオーバ・ケーブル（ピア・ツー・ピア）または LAN ケーブルで接続したら、
コントローラおよびメインフレームで使用する IP アドレスを取得します。

次の図は、ベンチトップ・メインフレームのスタンドアローンのセットアップを示
します。

図 7: ベンチトップ・メインフレームのセットアップ（モジュールは 6 基まで）

PC コントローラの IP アドレスを静的アドレスに設定: 設定を完了するには、
PC コントローラの IP アドレスを静的アドレスとして設定する必要があります。

1. コントローラの Control Panel から Network Connections を選択します。

2. お使いのローカル LAN カードに対応するローカル・エリア接続のアイコン
を右クリックし、メニューから Properties を選択します。 Properties ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。 (図 8 参照)。
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基本的なインストール

図 8: LAN Connection ダイアログ・ボックス

3. リストを下にスクロールして Internet Protocol （TCP/IP）を選択し、Properties
をクリックします。Internet Protocol （TCP/IP） Properties ダイアログ・ボック
スが表示されます。 (図 9 参照)。
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基本的なインストール

図 9: IP Properties ダイアログ・ボックス

4. Use the following IP address を選択します。

5. コントローラで、IPアドレス 169.254.0.22 およびサブネット・マスク 255.255.0.0
を入力します。 デフォルト・ゲートウェイまたは DNS サーバ情報は必要あ
りません。

6. OK をクリックし、ダイアログ・ボックスを閉じます。
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基本的なインストール

:

設定を完了するには、ベンチトップ・メインフレームの IP アドレスを静的アドレス
として設定します。 これには 2 つの方法があります。1 つはプリセット・アドレス
を使用する方法で、手順 7 で説明します。もう 1 つは TLA7016 型の出荷時の
ネットワーク設定の変更手順に従ってアドレスを指定する方法です。 (38 ペー
ジ 「TLA7016 型の出荷時ネットワーク設定の変更」 参照)。

7. TLA7016 型インタフェース・モジュールの PRESET ボタンを押し、同機の
フロント・パネル・ディスプレイに IP アドレス 169.254.0.19 が表示されるま
で、そのままにします。 (11 ページの 図 5 参照)。 フロント・パネルのディ
スプレイでは、2 ～ 3 秒ごとに次のプリセット・アドレスに切り替わります。
(11 ページの 表 7 参照)。

8. コントローラの TLA アプリケーション・アイコンをダブルクリックして、TLA ア
プリケーションを起動します。TLA Connection ダイアログ・ボックスが表示
されます。 (図 10 参照)。

図 10: TLA Connection ダイアログ・ボックス

9. TLA Connection ダイアログ・ボックスでメインフレームを選択し、Connect
ボタンをクリックします。 コントローラのディスプレイにアプリケーションが開
きます。

10. メインフレームが Connection ダイアログ・ボックスに表示されない場合は、
以下の操作を行います。

a. （Search アイコン）をクリックし、TLA Network Search ダイアログ・
ボックスを開きます。 (図 11 参照)。
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基本的なインストール

図 11: TLA Network Search ダイアログ・ボックス

b. Locate TLA systems on local subnet にチェックが付いていることを確
認します。

c. Include these hostnames or IP in search にチェックが付いていることを
確認します。

d. TLA のホスト名または IP アドレスがわかっている場合、それを検索す
るホストのリストに追加します。

e. Search をクリックします。

検索が完了すると、メインフレームがディスプレイに表示されます。

11. メインフレームを選択し、Connect ボタンをクリックします。 コントローラの
ディスプレイにアプリケーションが開きます。

12. ロジック・アナライザの操作説明については、『TLA クイック・スタート・ユー
ザ・マニュアル』およびオンライン・ヘルプを参照してください。

プライベート LAN（ベン
チトップ・メインフレーム）

ベンチトップ・メインフレームでは外部の PC コントローラが必要になります。
PLA7PC1 型ベンチトップ PC コントローラを使用することができるほか、 TLA
アプリケーション・ソフトウェアをインストールした、お客様の PC を使用するこ
ともできます。 コントローラとメインフレームは、イーサネット接続を介して通信
します。
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基本的なインストール

コントローラとベンチトップ・メインフレームの間で、最適なファイル転送速度を得
るためには、GbE ネットワーク・スイッチが必要です。 スタンドアローンのインス
トールでは、ルータをネットワーク・スイッチに接続し、DHCP により IP アドレスを
割り当てます。 ルータは他のベンダから購入することもできますが、このマニュ
アルの作成時点では、D-Link の DH-604 モデルが要件に適合しています。

次の図は、ベンチトップ・メインフレームのプライベート LAN のセットアップを
示します。

図 12: ベンチトップ・メインフレームのプライベート LAN のセットアップ（モ
ジュールは 6 基まで）

設定を行う: ベンチトップ・メインフレームをプライベート LAN に設定するに
は、次のようにします。

1. コントローラからのケーブルを、スイッチおよびルータを介して、メインフレー
ムに接続します。

2. 使用したい周辺機器を接続します。 (51 ページ 「アクセサリの接続」 参照)。

3. 電源コードをルータに接続し、ルータの電源を入れます。

4. 電源コードを接続し、コントローラおよびメインフレームの電源を入れます。

5. コントローラの Control Panel から、Network Connections を選択します。

6. お使いのローカル LAN カードに対応するローカル・エリア接続のアイコン
を右クリックし、メニューから Properties を選択します。 Properties ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。 (図 13 参照)。
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基本的なインストール

図 13: LAN Connection ダイアログ・ボックス

7. リストを下にスクロールして Internet Protocol (TCP/IP) を選択し、Properties
をクリックします。 Internet Protocol (TCP/IP) Properties ダイアログ・ボック
スが表示されます。 (図 14 参照)。
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基本的なインストール

図 14: IP Properties ダイアログ・ボックス

8. Obtain an IP address automatically を選択します。

9. OK をクリックし、ダイアログ・ボックスを閉じます。

10. コントローラの TLA アプリケーション・アイコンをダブルクリックして、TLA ア
プリケーションを起動します。 TLA Connection ダイアログ・ボックスが表示
されます。 (図 15 参照)。
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基本的なインストール

図 15: TLA Connection ダイアログ・ボックス

11. TLA Connection ダイアログ・ボックスでメインフレームを選択し、Connect
ボタンをクリックします。 コントローラのディスプレイにアプリケーションが開
きます。

12. メインフレームが Connection ダイアログ・ボックスに表示されない場合は、
以下の操作を行います。

a. （Search アイコン）をクリックし、TLA Network Search ダイアログ・
ボックスを開きます。 (図 16 参照)。

図 16: TLA Network Search ダイアログ・ボックス

b. Locate TLA systems on local subnet にチェックが付いていることを確
認します。
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基本的なインストール

c. Include these hostnames or IP in search にチェックが付いていることを
確認します。

d. TLA のホスト名または IP アドレスがわかっている場合、それを検索す
るホストのリストに追加します。

e. Search をクリックします。

検索が完了すると、メインフレームがディスプレイに表示されます。

注： LAN 上に 4 つ以上の機器があると、応答時間が遅れる場合があります。
この遅れを抑えるには、「マルチメインフレーム・システム」を参照してください。
(41 ページ 「マルチメインフレーム・システム」 参照)。

13. メインフレームを選択し、Connect ボタンをクリックします。コントローラのディ
スプレイにアプリケーションが開きます。

14. 操作の説明については、『TLA クイック・スタート・ユーザ・マニュアル』お
よびオンライン・ヘルプを参照します。

社内 LAN（ベンチトップ・
メインフレーム）

ベンチトップ・メインフレームでは外部の PC コントローラが必要になります。
PLA7PC1 型ベンチトップ PC コントローラを使用することができるほか、TLA ア
プリケーション・ソフトウェアをインストールした、お客様の PC を使用することも
できます。 コントローラとメインフレームは、イーサネット接続を介して通信しま
す。 コントローラとベンチトップ・メインフレームの間で、最適なファイル転送速
度を得るためには、GbE ネットワーク・スイッチが必要です。

次の図は、ポータブル・メインフレームの社内 LAN のセットアップを示します。
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基本的なインストール

図 17: ベンチトップ・メインフレームの社内 LAN のセットアップ（モジュー
ルは 6 基まで）

注： 当社では、お客様がネットワーク管理者の支援のもとでネットワ－ク・イン
ストール先の実地調査を行い、ネットワークの要件を決定されることをお勧めし
ます。 このマニュアルの巻末に実地調査票の推奨案があります。 (115 ページ
「TLA7000 ネットワーク・インストール実地調査」 参照)。

設定を行う: 社内 LAN 設定でベンチトップ・メインフレームを構成するには、
ワークグループ名やドメイン名、IP アドレス（静的または DHCP）といったネット
ワーク情報を IT 管理者に問い合わせてから、コントローラ PC およびメインフ
レームの IP プロパティを設定する必要があります。

1. ケーブルで相互接続します。 (図 17 参照)。

2. 機器の電源をオンにします。

3. コントローラの Control Panel から、Network Connections を選択します。

4. お使いのローカル LAN カードに対応するローカル・エリア接続のアイコン
を右クリックし、メニューから Properties を選択します。 Properties ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。 (図 18 参照)。
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基本的なインストール

図 18: LAN Connection ダイアログ・ボックス

5. リストを下にスクロールして Internet Protocol （TCP/IP） を選択し、Properties
をクリックします。 Internet Protocol (TCP/IP) Properties ダイアログ・ボック
スが表示されます。 (図 19 参照)。
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基本的なインストール

図 19: IP Properties ダイアログ・ボックス

6. Obtain an IP address automatically を選択します。

7. OK をクリックし、ダイアログ・ボックスを閉じます。

8. コントローラの TLA アプリケーション・アイコンをダブルクリックして、TLA ア
プリケーションを起動します。 TLA Connection ダイアログ・ボックスが表示
されます。 (図 20 参照)。
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基本的なインストール

図 20: TLA Connection ダイアログ・ボックス

9. TLA Connection ダイアログ・ボックスでメインフレームを選択し、Connect
ボタンをクリックします。 コントローラのディスプレイにアプリケーションが開
きます。

10. メインフレームが Connection ダイアログ・ボックスに表示されない場合は、
以下の操作を行います。

a. (Search アイコン)をクリックし、TLA Network Search ダイアログ・ボッ
クスを開きます。 (図 21 参照)。

図 21: TLA Network Search ダイアログ・ボックス

b. Locate TLA systems on local subnet にチェックが付いていることを確
認します。

TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザ・インストール・マニュアル 27



基本的なインストール

c. Include these hostnames or IP in search にチェックが付いていることを
確認します。

d. TLA のホスト名または IP アドレスがわかっている場合、それを検索す
るホストのリストに追加します。

e. Search ボタンをクリックします。

検索が完了すると、メインフレームがディスプレイに表示されます。

注： LAN 上に 4 つ以上の機器があると、応答時間が遅れる場合があります。
この遅れを抑えるには、「マルチメインフレーム・システム」を参照してください。
(41 ページ 「マルチメインフレーム・システム」 参照)。

11. メインフレームを選択し、Connect ボタンをクリックします。コントローラのディ
スプレイにアプリケーションが開きます。

12. 操作の説明については、『TLA クイック・スタート・ユーザ・マニュアル』お
よびオンライン・ヘルプを参照します。
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基本的なインストール

マルチメインフレーム構成の設定

最大 8 台のメインフレーム（48 基の追加モジュール）を接続できるようシステム
を構成できます。 TLA7000 シリーズのメインフレームでは、TekLink システムを
使用してマルチメインフレーム・システムを構築します。 ここでは、TekLink シ
ステムについて、2 つの拡張システムのセクションに分けて説明しています。

拡張メインフレームとして接続されている複数のベンチトップ・メインフレーム
は、1 台目のベンチトップまたはポータブル・メインフレームの電源が入ると、
間隔を置きながら順に自動的に電源が入ります。 すべてが正しく接続され、動
作可能になると、拡張メインフレームのアイコンおよび取り付けたモジュールの
アイコンが System ウィンドウに表示されます。

注： System ウィンドウに拡張メインフレームが表示されるようにするには、モ
ジュールをその拡張メインフレームに取り付けておく必要があります。

拡張システム（2 台のメ
インフレーム）

システムを 2 台のメインフレームに拡張したい場合、TekLink ケーブルをメイン
フレームの TekLink コネクタに接続しなければなりません。 (図 22 参照)。

TekLink は、リアルタイムでメインフレーム間のタイム・リファレンス、トリガ信号、
入出力信号を調整する通信システムです。

図 22: TekLink ケーブルで拡張されたベンチトップ・システム（モジュールは
12 基まで）

注意： TLA7000 シリーズのコンポーネントは TLA7XM 型拡張メインフレームと
互換性はありません。 TLA7000 システムを拡張する必要がある場合、TLA7016
型ベンチトップ・メインフレームを追加するか、または TLA720/721/7XM 型の
拡張メインフレームを TLA7KUP オプション 19 型を含む TLA7016 型にアップ
グレードします。
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基本的なインストール

設定を行う: 2 台の機器を次のように設定します。

1. TekLink ケーブルでホスト・メインフレームと拡張ベンチトップ・メインフレー
ムを接続します（追加モジュールは 6 基まで）。 ポータブル・メインフレー
ム同士、またはポータブル・メインフレームとベンチトップ・メインフレームを
TekLink ケーブルで接続することもできます。

2. 機器の電源をオンにします。

3. コントローラの TLA アプリケーション・アイコンをダブルクリックして、TLA
アプリケーションを起動します。 TLA Connection ダイアログ・ボックスが表
示されます。

4. TLA Connection ダイアログ・ボックスから 1 台の機器を選択します。

5. TLA Configuration アイコンをクリックします。 TLA Configuration ダイアロ
グ・ボックスが開きます。 (図 23 参照)。このダイアログ・ボックスを使用し
て、一方の機器をマスタ・メインフレーム、もう一方を拡張メインフレームに
割り当てます。

注： このダイアログ・ボックスは、TekLink ケーブルで接続された TLA7000 シ
リーズメインフレームを 2 台お持ちの場合に表示されますが、TL708EX 型
TekLink 8 ポート・ハブをご使用の場合は表示されません。

図 23: 機器 2 台の設定

6. 操作の説明については、『TLA クイック・スタート・ユーザ・マニュアル』お
よびオンライン・ヘルプを参照します。
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基本的なインストール

拡張システム（3 ～ 8 台
のメインフレーム）

システムをメインフレーム 3 台以上に拡張するには、TL708EX 型 TekLink 8
ポート・ハブおよび TekLink ケーブルを追加しなければなりません。 (図 24 参
照)。同ハブはメインフレーム 8 台（計 48 基のモジュール）まで対応できます。

図 24: TL708EX 型ハブで拡張されたベンチトップ・システム（モジュールは
48 基まで）

TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザ・インストール・マニュアル 31



基本的なインストール

TL708EX 型 TekLink 8 ポート・ハブ: TL708EX 型ハブは 19 インチ標準ラック
マウント・フレームに格納されています。 (図 25 参照)。このハブを使用すると、
TLA7000 シリーズ・メインフレームを 7 台（計 48 基の追加モジュール）まで追
加できるようシステムを拡張できます。

TL708EX 型 TekLink 8 ポート・ハブの電源を入れると、ハブは、まず 8 つの
TekLink コネクタをスキャンします。 そして、使用中のハブ・コネクタのうち、番
号が一番小さなものに接続されているメインフレームに対して、マスタ・メイン
フレームのステータスを割り当てます。1 番のコネクタはマスタ・メインフレーム
で使用されます。 そして、使用中のハブ・コネクタのうち、次に小さな番号のハ
ブ・コネクタが、第 1 拡張メインフレームとして割り当てられます。 ハブに接続
されている拡張メインフレームが他にもある場合、そのメインフレームは、第 2
メインフレーム、第 3 メインフレームという順で番号が付けられます。

設定を行う: 以下のステップに従い、拡張システムを設定します。 この電源を
入れるための手順を実行するときは、メインフレームがハブおよびコントローラ
に認識されていることを必ず確認してください。

1. 第 1 メインフレームと TL708EX 型ハブの TekLink コネクタを TekLink ケー
ブルで接続します。 （マスタ・メインフレームは、1 番のコネクタに接続する
ことをお薦めします。）

2. 別の TekLink ケーブルを使って、同ハブの次の TekLink コネクタと拡張メ
インフレームの TekLink コネクタを接続します。 このようにしてシステムの
すべての拡張メインフレームをハブに接続してください。

3. 電源コードをハブの背面および適切な AC 電源に接続します。

図 25: TL708EX 型ハブおよび TekLink ケーブル

4. メインフレームで使用したいモジュールを取り付けます。

5. すべてのメインフレームが適切な AC 電源に接続されていることを確認し
ます。

6. 電源コードをルータに接続し、ルータの電源を入れます。

7. ハブの電源をオンにします。

8. マスタ・メインフレームの電源を入れ、すべての拡張メインフレームの電源
が入ることを確認します。 ハブには、順次電源をオンにする動作が組み込
まれています。したがって、この動作には少し時間がかかります。

9. TLA アプリケーションを起動します。 TLA Connection ダイアログ・ボックス
が表示されます。
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10. （Search アイコン）をクリックし、TLA Network Search ダイアログ・ボッ
クスを開きます。 機器を検索すると、マスタ・メインフレームに接続されてい
るメインフレームの名前が返されます。 (図 26 参照)。

図 26: TLA Network Search ダイアログ・ボックス

ベンチトップ・メインフレームのフロント・パネルのディスプレイを使用して、
IP アドレスの設定、さらにメインフレームであるか、拡張であるかの設定が
できます。 IP アドレスが表示されるまで、メインフレームのフロント・パネ
ルの Next ボタンを押します。 （TLA7012 型については、この情報は TLA
Connection ダイアログ・ボックスから得られます。）

11. Configuration アイコンをクリックし、システムが適切に設定されているか確
認します。 ベンチトップ・メインフレームが 3 台以下のシステムでは、複数
のモジュールを物理的にマージしても、ソフトウェアでマージを行わない限
り、マージしたセットが自動的に構築されることはありません。 (図 27 参照)。
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図 27: 機器の検索結果

PC への TLA アプリケーション・ソフトウェアのインストール

TLA アプリケーション CD には、リモート PC によるロジック・アナライザの制御
を可能とするアプリケーション・ソフトウェアが入っています。 次の目的で、TLA
アプリケーション・ソフトウェアを PC にインストールします。

オフライン・モードで TLA アプリケーション・ソフトウェアを実行する

同じ TLA アプリケーションを使用して、ネットワーク上でロジック・アナライ
ザを制御する

次の手順に従って、TLA アプリケーション・ソフトウェアをリモート操作用の PC
にインストールします。

1. TLA アプリケーション・ソフトウェア CD を CD ドライブに挿入します。

2. CD の TLA Application SW フォルダを開き、Setup.exe プログラムを実行し
ます。 画面の指示に従います。

ハード・ディスクに古いバージョンのソフトウェアがある場合は、インストー
ル・プログラムがそのバージョンを検出し、削除するかどうかをたずねます。
画面の指示に従ってすべてのメッセージで Yes を選択し、ソフトウェアを削
除します。 望ましくない影響が出ることがありますので、アンインストール・
プログラムをキャンセルしないでください。 再起動を求めるメッセージが表
示されたら PC を再起動します。

サードパーティ製ソフトウェアのインストール: TLA アプリケーション・ソフトウェ
アを PC にインストールした後であれば、SnagIt などのサードパーティ製の追
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加ソフトウェア（TLA アプリケーション・ソフトウェア CD に入っています）もイン
ストールすることができます。

注： サードパーティ製ソフトウェアのアプリケーションの中には、ロジック・アナ
ライザと一緒に使用するものがいくつかあり、 アプリケーションによっては、ソ
フトウェア・ライセンス契約に同意しなければなりません。 これらのライセンス契
約に必ず従ってください。

NI-GPIB ソフトウェアのインストール: PC にサードパーティ製ソフトウェアをイ
ンストールするには、次のステップを実行します。

1. CD の NI-GPIB-USB フォルダを開き、Setup.exe プログラムを実行します。

2. 以下の項目に留意して、画面の指示に従ってください。

プロンプトが表示されたら、Typical installation オプションを選択します。

Add GPIB ウィザードが表示されたら、Cancel を選択します。

機器を再起動すると、NI-408.2 Getting Started ウィザードが表示され
ます。 これが不要の場合、Do not show at Windows startup を選択しま
す。

iView ケーブルを最初に接続すると、機器は新しいハードウェアを検出
し、ソフトウェア・ドライバを自動的にインストールします。

SnagIt ソフトウェアのインストール: PC に SnagIt ソフトウェアをインストールす
るには、次のステップを実行します。

1. CD の SnagIt フォルダを開き、Setup.exe プログラムを実行します。

2. 画面の指示に従います。

ロジック・アナライザのリモート制御

システムのネットワーク設定を行った後、このセクションを使用して、コントロー
ラまたはリモート PC からロジック・アナライザに接続し、制御します。 コントロー
ラからメインフレームに通信する方法は 4 つあります。

TLA アプリケーション ― オンライン

TLA アプリケーション ― オフライン

Windows リモート・デスクトップ

TPI.NET
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メインフレーム上で TLA
サーバを起動

TLA サーバ・アプリケーションは、まずポータブル・メインフレーム上で起動し
てからでないと、ネットワークで別の PC から操作することはできません。 （ベン
チトップ・メインフレームは出荷時にリモート制御の設定がなされているため、こ
のステップは必要ありません。） ベンチトップ・メインフレームのセットアップ中
であれば、Connect to the Mainframe に進みます。

TLA サーバをポータブル・メインフレーム上で起動するためには、次のように
します。

1. TLA サーバ・アイコン（タスク・バーの右側にある）を右クリックし、Start
TLA Server を選択します。

アイコンの赤い丸印が消えます。これによって、サーバが現在、動作中で
あることがわかります。

2. PC を下記のとおり設定します。

注： 機器の電源を入れると TLA サーバが起動するように、ポータブル・メイン
フレームを設定することができます。 (44 ページ 「TLA7012 型のサーバ制御」
参照)。

メインフレームへの接続 PC からロジック・アナライザ・メインフレームに接続する方法は次のとおりです。

1. PC の TLA アプリケーション・アイコンをダブルクリックして、TLA アプリケー
ションを起動します。 TLA Connection ダイアログ・ボックスが表示されま
す。 (図 28 参照)。

図 28: TLA Connection ダイアログ・ボックス

2. TLA Connection ダイアログ・ボックスで機器を選択し、Connect ボタンをク
リックします。 他のユーザが使用していない限り、ローカル・ネットワーク上
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のあらゆる機器に接続することができます。 機器が Connection ダイアロ
グ・ボックスに表示されない場合は、以下の操作を行います。

a. （Search アイコン）をクリックして、TLA Network Search ダイアログ・
ボックスを開きます。 (図 29 参照)。

b. Locate TLA systems on local subnet にチェックが付いていることを確
認します。

c. Include these hostnames or IP in search にチェックが付いていることを
確認します。

d. TLA のホスト名または IP アドレスがわかっているときは、検索するホス
トのリストにそれを追加します。

図 29: TLA Network Search ダイアログ・ボックス

e. Search ボタンをクリックします。

検索が完了すると、見つかった TLA システムのリストが、In Use、Server
Down、Blank (available) など、現在のステータスとともに表示されます。

3. 接続したいメインフレームを選択し、Connect ボタンをクリックします。 アプ
リケーションがリモートの機器上に開き、PC に表示されます。 IP アドレスの
数字がタイトル・バーに表示されることに注意してください。 これにより、適
切な機器に接続したことを確認します。
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TLA7016 型の出荷時
ネットワーク設定の変更

TLA7016 型は、DHCP および DNS を持つネットワーク上で操作する設定に
なっています。 これらの設定を変更したい場合、次のようにします。

1. TLA アプリケーション・ソフトウェアを使って TLA7016 型メインフレームに
接続します。

2. TLA Connection ダイアログ・ボックスを開きます。

3. TLA Configuration アイコンをクリックします。 TLA Configuration ダイアロ
グ・ボックスが開きます。 (図 30 参照)。

図 30: TLA Configuration ダイアログ・ボックス

4. 変更したいメインフレームを選択し、Network Properties をクリックします。
Network Properties ダイアログ・ボックスが表示されます。 (図 31 参照)。
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図 31: TLA ネットワーク設定の変更

5. 適切な変更を行い、OK をクリックします。 たとえば、メインフレームを静的
アドレスに変更する場合、Use the following Address をクリックし、適切な
フィールドに IP アドレス情報を入力します。
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ネットワーク設定のヒント & トラブルシューティング

次のヒントは、ネットワークの接続またはその改善、さらにはシステム・パフォー
マンスの最適化に役立つことがあります。

メインフレームへの接続 コントローラとメインフレームの間で接続リンクを確立できない場合、次のように
します。

1. コントローラ上でコマンド・プロンプト・ウィンドウを開き、「ipconfig」と入力し
ます。

2. 上のアドレスが返らない場合、「ipconfig release」と入力し、「ipconfig renew」
と入力します。

3. IP アドレスが表示されるまで、TLA7016 型のフロント・パネルの Next ボタ
ンを押します。 このアドレスは、コントローラからメインフレームを ping する
ために使用します。

注： ping テストを行う前に、ファイアウォールの停止が必要になることがありま
す。

4. 「ping xxx.xxx.xxx.xxx」（メインフレームの IP アドレス）と入力します。 メイ
ンフレームがコマンドに対して応答します。 (図 32 参照)。

図 32: ping コマンドの例

5. ping コマンドを使用して応答があっても、まだメインフレームが Configuration
ダイアログ・ボックスに表示されない場合、ファイアウォールが有効になっ
ていないか確認します。

6. tracert コマンドを使用し、コントローラ PC からメインフレームへのデータ・
パケットのパスを表示します。 (図 33 参照)。
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図 33: tracert コマンドの例

マルチメインフレーム・
システム

お使いのシステムで 1 つの共有ネットワークに 3 台以上のメインフレームがあ
る場合、応答時間が遅れる場合があります。 これは、TLA アプリケーションを

開くか、または TLA Connection ダイアログ・ボックスにある （Refresh アイコ
ン）を選択するときに起こります。 共有ネットワーク上であらかじめ認識されて
いるメインフレームの電源が入っている場合、各メインフレームに対して約 2 秒
の遅れが出ます。 この遅れを最小にするために、次のようにしてメインフレー
ムをシステムから削除することができます。
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1. TLA Connection ダイアログ・ボックスから、 （Search アイコン）をクリック
し、TLA Network Search ダイアログ・ボックスを開きます。 (図 34 参照)。

図 34: TLA Network Search ダイアログ・ボックス

2. Locate TLA systems on local subnet のチェックを外します。

3. 検索中のシステムの IP アドレスまたはホスト名がわかっている場合には、
次のようにします。

a. 機器のホスト名または IP アドレスを入力します。

b. Search をクリックします。

4. 検索中のシステムの IP アドレスまたはホスト名がわからない場合には、次
のようにします。

a. Replace ALL with TLAs found on subnet をクリックし、サブネット上の
すべての機器のリストを表示します。

b. リストをスクロールし、不要と思う機器を選択します。

c. Delete Selection をクリックし、リストから機器を削除します。

d. お使いの機器が出てくるまで、不要な機器のすべてに対して上のステッ
プを繰り返します。

e. Search をクリックし、リストから残りの機器を検索します。

完了すると、電源の入っている TLA システムの検索結果がリスト表示されま
す。 (図 35 参照)。 リストには、機器の現在のステータス、モデルおよび位置
も示されています。
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図 35: TLA Connection ダイアログ・ボックス、検索結果

注： 機器のリストが静的なリストの場合、自動的に更新されません。 ネットワー
ク上の機器のステータスを変更し、遅れが出ている場合には、上のステップを
繰り返すことにより、システム・パフォーマンスを改善することができます。

位置情報を Connection
ダイアログ・ボックスに

追加する

特定のメインフレームの位置を識別するために、System Properties ダイアログ・
ボックスの各メインフレームに、位置の詳細情報を追加することができます。

1. ロジック・アナライザに接続します。

2. System メニューから、System Properties を選択します。 System Properties
ダイアログ・ボックスが表示されます。 (図 36 参照)。
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図 36: TLA System Properties ダイアログ・ボックス

3. 位置の詳細情報を Location Info テキスト・フィールドに追加します。

4. ダイアログ・ボックスを閉じます。

メインフレームの位置の詳細情報が Connection ダイアログ・ボックスに表
示されます。

TLA7012 型のサーバ制
御

ポータブル・メインフレームには専用のサーバがあります。ネットワーク上の機
器を確認するには、このサーバが起動していなければなりません。 サーバ操
作はデフォルトではオフになっています。 機器をオンにするとサーバが起動す
るようにサーバ制御を変更するには、次の手順を実行します。

1. タスクバーにある （TLA Server）アイコンを右クリックし、Server Properties
を選択します。

2. Launch TLA Server Control during login をクリックします。 (図 37 参照)。
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図 37: TLA Server Properties ダイアログ・ボックス

3. OK をクリックします。

その他のネットワーク接続に関する問題が発生した場合、サポート部門にご連
絡ください。 このマニュアルの冒頭にある「Tektronix 連絡先」を参照してくだ
さい。
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モジュールの取り付け

TLA700 モジュールは TLA7000 シリーズのメインフレームと完全に互換性が
あります。 このセクションでは、TLA7000 メインフレームへ TLA700 モジュール
を取り付ける方法について説明します。

注意： 機器の損傷を避けるために、機器の電源がオンのときにモジュールの
取り付けや取り外しを行わないでください。 モジュールの取り付けまたは取り
外しの前に、必ず機器の電源を遮断してください。

論理アドレス・スイッチ 機器内の各モジュールは固有の論理アドレスを持っていなければなりません。2
つのモジュールが同じアドレスを持つことはできません。 モジュールのリア・パネ
ルにある 2 つの回転スイッチを使用して、論理アドレスを選択します。 (47 ペー
ジの 図 38 参照)。

出荷時のデフォルトのスイッチ設定は FF（動的自動設定）になっています。 動
的論理アドレス自動設定では、機器は自動的に未使用のアドレスを設定しま
す。

通常、デフォルト設定を変更する必要はありません。 しかし、論理アドレスを固
定（静的）論理アドレスに設定することも可能です。 静的アドレスとして 01 から
FE までの任意の 16 進数（1 から 254 までの 10 進数）を選択することができま
す。 論理アドレス・スイッチを FF 以外に設定する場合は、同じアドレスが設定
されているモジュール（またはデバイス）にないことを確認する必要があります。

注： モジュールに論理アドレス 00 を設定してはいけません。論理アドレス 00
は、コントローラのみに割り当てられた専用アドレスです。
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図 38: 論理アドレス・スイッチ（アドレス FF に設定）

モジュールをマージすることで、チャンネル数を拡張することができます。 モ
ジュールのマージが必要なアプリケーションを使用している場合、モジュール
はマージしてからメインフレームに取り付けるようにしてください。 (61 ページ
「モジュールのマージ」 参照)。

ポータブル・メインフレー
ムへのモジュールの取

り付け

各モジュールはポータブル・メインフレームのすべてのスロットに取り付けること
ができます。 モジュールをマージしない場合、または放熱を考慮する場合は、
次のガイドラインに従ってください。

1 基のモジュールをスロット 3-4 に取り付けます。スロット 1-2 にはダブル
幅のスロット・カバーを装着します。

2 台のロジック・アナライザ・モジュールを取り付ける場合、チャンネル数が
多いモジュールをスロット 1-2 に、チャンネル数が少ないモジュールをス
ロット 3-4 に取り付けます。

メモリの容量が異なる 2 台のロジック・アナライザ・モジュールを取り付ける
場合、メモリ容量が大きいモジュールをスロット 3-4 に取り付けます。メモリ
容量が小さいモジュールをスロット 1-2 に取り付けます。
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TLA7Lx/Mx/Nx/Px/Qx 型モジュールまたは TLA7Dx/Ex 型モジュールを
取り付けてから、TLA7Axx 型モジュールまたは TLA7Bxx 型モジュールを
取り付けてください。

ロジック・アナライザ・モジュールをオシロスコープ・モジュールと合わせて
取り付ける場合、オシロスコープ・モジュールをスロット 1-2、ロジック・アナ
ライザ・モジュールをスロット 3-4 に取り付けます。

各モジュールを装着した後、ドライバで留めネジを締めます（最大 2.5 in-lbs）。
(49 ページの 図 39 参照)。

ベンチトップ・メインフ
レームへのモジュール

の取り付け

どのモジュールもベンチトップ・メインフレームのすべてのスロットに取り付ける
ことができます。 モジュールをマージする場合には、次の説明は無視して、モ
ジュール・マージ・ルールを参照してください。 (61 ページ 「モジュールのマー
ジ」 参照)。 モジュールをマージしない場合、または放熱を考慮する場合は、
次のガイドラインに従ってください。

1 台のモジュールをスロット 1-2 に取り付けます。スロット 3-4、5-6、7-8、
9-10 および 11-12 にはダブル幅スロット・カバーを取り付けます。

2 台以上のロジック・アナライザ・モジュールを取り付ける場合、チャンネル
数が多いモジュールをスロット 1-2 に取り付けます。チャンネル数が少な
いモジュールをスロット 3-4 に取り付けます。スロット 5-6、7-8、9-10 およ
び 11-12 にはダブル幅スロット・カバーを取り付けます。

メモリの容量が異なる 2 台以上のロジック・アナライザ・モジュールを取り付
ける場合、メモリ容量が大きいモジュールをスロット 1-2 に取り付けます。メ
モリ容量が小さいモジュールをスロット 3-4 に取り付けます。スロット 5-6、
7-8、9-10 および 11-12 にはダブル幅スロット・カバーを取り付けます。
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TLA7Lx/Mx/Nx/Px/Qx 型モジュールまたは TLA7Dx/Ex 型モジュールを
取り付けてから、TLA7Axx 型モジュールまたは TLA7Bxx 型モジュールを
取り付けてください。

ロジック・アナライザ・モジュールをオシロスコープ・モジュールと合わせて
取り付ける場合、ロジック・アナライザ・モジュールをスロット 1-2、オシロス
コープ・モジュールをスロット 3-4 に取り付けます。スロット 5-6、7-8、9-10
および 11-12 にはダブル幅スロット・カバーを付けます。

ベンチトップ・メインフレームが 3 台以下のシステムでは、複数のモジュー
ルを物理的にマージしても、ソフトウェアでマージを行わない限り、マージ
したセットが自動的に構築されることはありません。

各モジュールを装着した後、ドライバで留めネジを締めます（最大 2.5 in-lbs）。
(49 ページの 図 39 参照)。

図 39: モジュールの取り付け

TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザ・インストール・マニュアル 49



基本的なインストール

空きスロットのカバー メインフレームに未使用の（空き）スロットがある場合、EMC および冷却仕様に
適合するためにブランクスロット用パネル・カバーを装着します。 まず、ポータ
ブル・メインフレームの空きスロットに、ブランクスロット用パネル・カバーを装着
します。 (図 40 参照)。 次に、ベンチトップ・メインフレームに、ブランクスロット
用パネル・カバーを装着します。 (図 41 参照)。 ブランクスロット用パネル・カ
バーは、モジュールの前に装着する必要があります。 必ず当社の TLA 専用
カバーを使用してください。TLA 専用カバーを使用しないと、メインフレームは
EMC および冷却要件に適合できない場合があります。

EMI シールドが、隣接するパネルまたはモジュール・カバーと接触していて、
エアフロー・シャッター起動アームがブランクスロット用パネルの穴から突き出
していることを確認します。

図 40: ポータブル・メインフレームへのパネル・カバーの取り付け

図 41: ベンチトップ・メインフレームへのパネル・カバーの取り付け
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アクセサリの接続

メインフレームにモジュールを取り付けたら、外部モニタ、キーボード、プリンタ
などのアクセサリを接続することができます。

TLA7000 シリーズへの
アクセサリの接続

アクセサリをポータブル・メインフレームに接続します。 (図 42 参照)。ベンチ
トップ・メインフレームをお持ちのお客様は、アクセサリを外部 PC に、さらに他
のケーブルやコネクタをベンチトップ・メインフレームに接続します。 (53 ペー
ジの 図 43 参照)。
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図 42: TLA7012 型のアクセサリの接続
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図 43: TLA7016 型のアクセサリの接続

追加アクセサリの接続
情報

必要に応じて、追加アクセサリを接続します。 (表 8 参照)。

表 8: アクセサリ接続の追加情報

アイテム 説明

モニタ TLA7012 型には、 プライマリ（DVI-D、デジタル出力のみ）とセカンダリ（DVI-I、デジタ
ル／アナログ出力）の 2 つのディスプレイ用ポートがあります。 同時スキャン・モードで
は、プライマリまたはセカンダリに接続された外部モニタと内蔵ディスプレイに同じ情報
が表示されます。

ディスプレイ設定を変更するには、デスクトップでマウスを右クリックして、Properties を選
択し、Settings タブに移動します。モニタの設定を選択します。ディスプレイ設定の項目の
中には、外部モニタに接続しないと機能しないものがあります。

VGA-DVI ディスプレイ・アダプタを使用して、VGA モニタを Secondary DVI-D 出力に接
続します。アクセサリおよびオプションの部品番号の一覧は、このマニュアルの巻末にあり
ます。(107 ページ 「アクセサリとオプション」 参照)。 標準以外のモニタを使用する場合
は、適切な解像度を得るため、Windows のディスプレイ設定を変更する必要があります。

LAN メインフレームを Gbit LAN コネクタを介してネットワークに接続します。 LAN スイッチを
介して、お客様の PC または専用の PC コントローラ（TLA7PC1）を使ってメインフレー
ムをリモートで操作することができます。

プリンタ 機器はプリンタ情報を USB ポートに送ります。 4 つの USB ポートのいずれかをプリ
ンタに使用します。
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プローブの接続

すべてのアクセサリを接続してから、プローブを機器に接続します。 使用する
機器に対応する適切なセクションを参照してください。

個々のプローブの詳細については、プローブに付属の取扱説明書を参照し
てください。

注意： プローブをロジック・アナライザに接続するときは、プローブのネジが固
定されるまで注意してネジを均等に締めてください。 初めにネジを軽く締め、
次に各ネジを 4 in-lbs（最大）のトルクで締めます。 ネジの締め付けが不十分
な場合は、接触不良になることがあります。 ネジを締めすぎると、ネジ山が潰
れる原因になります。

ロジック・アナライザ・モ
ジュールへのプローブ

の接続

ロジック・アナライザ・プローブをロジック・アナライザ・モジュールに接続します。

図 44: TLA7Axx 型または TLA7Bxx 型あるいはロジック・アナライザ・モ
ジュールへの P69xx 型ロジック・アナライザ・プローブの接続
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図 45: TLA7Lx/Mx/Nx/Px/Qx 型ロジック・アナライザ・モジュールへの P64xx
型ロジック・アナライザ・プローブの接続

初めての操作

ロジック・アナライザの電源を初めてオンにするときは、このセクションの情報を
参照してください。

注意： ロジック・アナライザの電源をオンにした後でアクセサリを接続すると、
アクセサリが損傷することがあります。 ロジック・アナライザの電源を入れる前
にアクセサリを接続します。

ロジック・アナライザの電
源をオンにする

ロジック・アナライザの電源をオンにするには、次のステップを実行します。

1. 電源コードを機器に接続します。

2. 外部モニタを使用する場合は、電源コードを接続して、モニタの電源をオ
ンにします。

3. On/Standby スイッチを押し、メインフレームの電源を入れます。 (図 46 参
照)。

4. メインフレームが電源オンのセルフ・テストを完了するまで待ちます。
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図 46: TLA7000 シリーズの On/Standby スイッチの位置

拡張メインフレームの電
源をオンにする

拡張メインフレームとして接続されている複数のベンチトップ・メインフレーム
は、1 台目のベンチトップまたはポータブル・メインフレームの電源が入ると、
順に自動的に電源が入ります。 すべてが適切に接続され、動作できる状態に
なっていると、System ウィンドウに拡張メインフレームと取り付けたモジュール
が表示されます。

注： System ウィンドウに拡張メインフレームが表示されるようにするには、モ
ジュールをその拡張メインフレームに取り付けておく必要があります。

メインフレームの電源を
遮断する

メインフレームの電源を遮断するには、メインフレームの On/Standby スイッチ
を押します。 ポータブルおよびベンチトップ・メインフレームには、ソフト電源
遮断機能が組み込まれています。この機能によって、On/Standby スイッチを
押したときにメインフレームの電源が安全に遮断されます。 ベンチトップまた
はポータブル・メインフレームの電源を遮断すると、拡張メインフレームの電源
が自動的に遮断されます。

オペレーティング・システムのリストア・ディスクの作成

この機器には、オペレーティング・システムのリストア・ディスクが付属していま
せん。次の手順に従って、一連のディスクを作成し、必要な場合にオペレー
ティング・システムをリストアできるようにしてください。

注： この手順では、Microsoft Windows オペレーティング・システムの、一連の
リストア・ディスクを作成します。オペレーティング・システムをリストアした後は、
TLA アプリケーション・ディスクを使用して、TLA アプリケーション・ソフトウェア
を再インストールする必要があります。 (89 ページ 「TLA アプリケーション・ソフ
トウェアの再インストール」 参照)。
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一連のリストア・ディスクを作成するには、次のステップを実行します。ブランク・
ディスクが必要になります（バックアップ・ファイル 1 つにつき 1 枚）。

1. ブランク・ディスクを機器の DVD ドライブに挿入します。

2. Start > All Programs > Nero 7 Essentials > Data > Nero Express Essentials
の順にクリックします。

3. Image、Project、Copy の順にクリックします。

4. Disk Image or Saved Project をクリックします。

5. C:\backup に移動します。

6. backup1 というファイルを選択して、Open をクリックします。

7. Verify data on disk after burning チェック・ボックスをクリックして、この機能
を有効にします。

8. Burn ボタンをクリックします。バックアップ・ファイルがディスクに書き込ま
れ、データがソース・ファイルと一致しているかどうかを確認します。

9. 書き込みが正常に終了したことが報告されたら、ディスクを取り出して、保
存されているバックアップ・ファイルの名前、機器の名前、機器のシリアル
番号、および日付を記載したラベルを貼ります。

10. C:\backup ディレクトリにあるディスク・イメージ・ファイル（*.iso）を、バック
アップ用に、ネットワーク上、別のハード・ディスク、または光メディアにコ
ピーします。

11. バックアップ・ディスクを、社内規定 に従って保管します。

注： リストア・ディスクは、そのディスクを作成した機器でのみ使用できます。

受入検査の実行

受入検査では、ロジック・アナライザの基本的な動作を確認します。 起動時の
セルフ・テストで基本的な機能をチェックします。 起動時のセルフ・テストは、ロ
ジック・アナライザの電源をオンにするたびに実行されます。

自己校正と拡張診断を実行することによって、より詳細な機能を確認すること
もできます。

注： 自己校正を実行する前に、メインフレームとモジュールを 30 分間ウォー
ム・アップしてください。
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自己校正と診断を実行するには、次のステップを実行します。

1. 接続されているプローブをモジュールから取り外します。

2. System メニューを選択し、Calibration and Diagnostics をクリックします。

3. 自己校正を実行し、適切なタブを選択して拡張診断を実行します。 テスト
結果は、それぞれのプロパティ・ページに表示されます。

注： ロジック・アナライザ上で自己校正を実行するのに要する時間は、アクイジ
ション・チャンネルの数に依存しています。 多数のチャンネルがあるモジュー
ルでは、自己校正の実行に数分かかります。

ロジック・アナライザ・プ
ローブのチェック（オプ

ション）

ロジック・アナライザ・プローブを信号ソースに接続し、（必要に応じて）信号取
り込みのしきい値レベルを調整します。LA Setup ウィンドウでしきい値インジ
ケータとアクティビティ・インジケータを使用して、プローブ・チップでの信号ア
クティビティを確認します。

TLA7000 シリーズ・メイ
ンフレームのチェック（オ

プション）

TLA アプリケーション・ソフトウェアでサポートされないメインフレーム診断
をチェックするには、Windows の Start メニューから TLA7000 Mainframe
Diagnostics を実行します。（Start/Programs/Tektronix Logic Analyzer/TLA
Mainframe Diagnostics） 外部診断を実行する前に、TLA アプリケーションを
終了します。

ユーザ・ファイルのバックアップ

定期的にユーザ・ファイルをバックアップしてください。 Windows のバックアッ
プ・ツールを使用するか、ユーザ・ファイルを別のメディアにコピーします。 定
期的にアクセスするファイルのバックアップ・コピーを常に保管しておいてくだ
さい。

リムーバブル・ハード・ディスク・ドライブの取り外し

注意： リムーバブル・ハード・ディスク・ドライブの回復不可能な損傷を避ける
ために、機器の電源がオンのときにハード・ディスク・ドライブを取り外さないで
ください。 ハード・ディスク・ドライブを取り外す前に、必ず機器の電源を遮断
します。

1. 機器の電源が遮断されていることを確認します。

2. アクセス・ドアを開けます（TLAPC1 のみ）。
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3. レバーを引くか（TLA7PC1）、または固定用のネジを外します（TLA7012）。
(図 47 参照)。

4. リムーバブル・ハード・ディスク・ドライブ・カートリッジを引っ張り、シャーシ
から取り外します。

図 47: リムーバブル・ハード・ディスク・ドライブへのアクセス

ターゲット・システムへのプローブの接続

ロジック・アナライザをプローブを介してターゲット・システムに接続します。 ロ
ジック・アナライザのプローブを使用すると、ターゲット・システムにいくつかの
方法で接続できます。 プローブに固有な接続方法の詳細については、適切
なプローブの取扱説明書または当社ホームページを参照してください。
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モジュールのマージ

マージされたロジック・アナライザ・モジュール・セットは、1 台のマスタ・ロジック・
アナライザ・モジュールと最大 4 台のスレーブ・ロジック・アナライザ・モジュー
ルで構成され、各モジュールはマージ・ケーブルによって物理的に接続され、
ソフトウェア上でマージされます。 「ロジック・アナライザ・モジュールのマージ・
ルール」 の説明をよく読んでから、次のステップに従って、モジュールを物理
的に接続し、次にモジュールをメインフレームに取り付けてください。

ロジック・アナライザのマージ・ルール

次のロジック・アナライザ・モジュールのマージ・ルールに従わなければなりま
せん。

TLA7BB2 型ロジック・アナライザ・モジュールは、マージ可能な唯一の 68
チャンネル・モジュールです。他のモジュールについては、102 または 136
チャンネルのモジュールがマージ可能です。

マージするロジック・アナライザ・モジュールは隣接するスロットに装着され
ていて、物理的に接続されている必要があります。

ロジック・アナライザ・モジュールはメインフレームをまたがって（ベンチトッ
プ・メインフレームと 1 台以上の拡張メインフレームとの間で）マージする
ことはできません。

メモリ容量が異なるロジック・アナライザ・モジュールをマージすると、マー
ジされたモジュールのメモリ容量は、容量が最も小さいモジュールと同じに
なります。

チャンネル幅が異なるロジック・アナライザ・モジュールをマージする場合
は、チャンネル数が最も多いロジック・アナライザ・モジュールをマスタ・モ
ジュールとして使用します。2 台目のスレーブ・モジュールがある場合は、最
初のスレーブ・モジュールのチャンネル数は、2 台目のスレーブ・モジュー
ルよりも多いか等しくなければなりません。スレーブ 3 はチャンネル数にお
いて、マスタ、スレーブ 1、およびスレーブ 2 を上回ることはできません。同
様に、スレーブ 4 もチャンネル数において、マスタ、スレーブ 1、スレーブ
2、およびスレーブ 3 を上回ることはできません。

マージするロジック・アナライザ・モジュールは、ファームウェア・バージョン
が同じでなければなりません。

マージできるロジック・アナライザ・モジュールの組合せと各組合せの最大
台数は、2 台の TLA7Lx 型と TLA7Mx 型、3 台の TLA7Nx 型、TLA7Px
型、または TLA7Qx 型、および 5 台の TLA7Axx 型、5 台の TLA7Bxx 型、
または 5 台の TLA7NAx 型です。

TLA7Nx 型、TLA7Px 型および TLA7Qx 型モジュールは、TLA7Lx 型また
は TLA7Mx 型モジュールとマージできません。
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TLA7Bxx 型モジュールは、TLA7Nx 型、TLA7Px 型、TLA7Qx 型、TLA7Lx
型、TLA7Mx 型、または TLA7Axx 型モジュールとマージできません。

TLA7Axx 型モジュールは、TLA7Nx 型、TLA7Px 型、TLA7Qx 型、TLA7Lx
型、TLA7Mx 型、または TLA7Bxx 型モジュールとマージできません。

ロジック・アナライザ・モジュールと既存のマージ・セットをマージするには、
初めにソフトウェア上で既存のマージ・セットを解除する必要があります。
マージされていないモジュールだけが、マージされた構成に追加可能で
す。

ベンチトップ・メインフレームが 3 台以下のシステムでは、物理的にマージ
したモジュールであっても、ソフトウェアでマージさせない限り、自動的に
マージしたセットにはなりません。

マージ手順

2 台以上のモジュールから 1 つのマージ・モジュールを構築するには、次の
ステップを実行します。 これらのステップを完了してから、メインフレームにモ
ジュールを取り付けます。

注意： メインフレームまたはモジュールの損傷を避けるために、必ずメインフ
レームの電源を切ってから、モジュールの取り外しまたは取り付けを行なって
ください。

1. 1 台のメインフレーム内で、どのモジュールを最上位番号のスロットに配置
するかを決定します。

2. それらのモジュールのマージ・コネクタをスタンドオフ・ポストに取り付けま
す。 最下位番号のスロットに配置するモジュールは、マージ・コネクタを凹
部に配置しなければなりません。

次の図を参照しながら、マージされたモジュール・セットでのマスタ・モジュー
ルの位置を決定します。 (図 48 参照)。図には 5 台のモジュール・セットが示
されていますが、この図を参照しながら、スレーブ・モジュールに対してマスタ・
モジュールの位置を決定することができます。 2 台のモジュールから成るセッ
トの場合、マスタ・モジュールは番号が小さいスロットに配置され、スレーブ・モ
ジュールは番号が大きいスロットに配置されます。
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モジュールのマージ

図 48: マージされたシステム内のモジュールの位置

TLA7Axx 型、TLA7Bxx 型、または TLA7NAx 型モジュールのマージ

2 ～ 5 台の TLA7Axx 型モジュールまたは TLA7NAx 型モジュールから 1 組
のマージ・モジュールを構築するには、次のステップを実行します。

1. モジュールを右側を下にして置きます。

2. Torx T-10 ドライバを使用して、モジュールにマージ・コネクタを取り付けて
いるネジ 2 本を取り外します。 (図 49 参照)。
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図 49: モジュールからマージ・コネクタ・アセンブリを取り外す

3. スロットからマージ・コネクタを静かに持ち上げて、ネジ穴と 2 つのスタンド
オフ・ポストの位置を合わせます。

4. 2 つのネジをスタンドオフ・ポストに取り付けます。 ネジを締めます（最大 4
in-lbs）。

5. その他のモジュールについて、ステップ 1 ～ 4 を繰り返します。

注： マージしたモジュールをメインフレームに取り付けるときには、2 人で作業
を行うことが必要な場合があります。
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モジュールのマージ

6. マージする最初のモジュールのペアを横に並べて、マージ・コネクタ・アセ
ンブリの位置を合わせ、2 台のモジュールを接続します。 (図 50 参照)。

7. コネクタが所定の位置に固定されるまで、2 台のモジュールを押し込みま
す。

8. セットに追加のモジュールを接続します。

図 50: マージされたセットのモジュールを接続する

注意： 必ずメインフレームの電源を切ってから、モジュールの取り付けまたは
取り外しを行ってください。 メインフレームまたはモジュールが損傷することが
あります。

9. マージされたモジュール・セットをメインフレームに配置します。

10. モジュールの上下をメインフレームのスロットの位置に合わせます。(66 ペー
ジの 図 51 参照)。 マージしたモジュール・セットが 3 台以上のモジュール
から成る場合は、2 人で作業を行うことが必要な場合があります。
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モジュールのマージ

図 51: マージしたモジュール・セットをメインフレームに装着する
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モジュールのマージ

11. モジュールがリア・パネル・コネクタにしっかりと接続されるまで、モジュー
ルをメインフレームに押し込みます。

12. インジェクタ・ハンドルを使用して、モジュールを 1 台ずつしっかりと固定し
ます。モジュールを個別に取り付けたり取り外したりできるように、マージ・
ケーブル・アセンブリでは、隣接するモジュール間に十分な遊びを確保す
る必要があります。

13. 各モジュールの 4 本の留めネジを締めます（最大 2.5 in-lbs）。

14. すべてのモジュールを取り付けた後、メインフレームの電源を入れてから、
System Configuration ダイアログ・ボックスの Merged Modules タブの下にリ
ストされているマージ・プロセスを完了します。

TLA7Axx 型、TLA7Bxx 型、または TLA7NAx 型モジュールのマージ解除

モジュールの物理的接続を残したまま、TLA アプリケーションでモジュールの
マージを解除できますが、モジュールの物理的接続も解除しなければならな
い場合もあります。 モジュールのマージを解除するには、次のステップに従い
ます。

注意： 必ずメインフレームの電源を切ってから、モジュールの取り付けまたは
取り外しを行ってください。 メインフレームまたはモジュールが損傷することが
あります。

1. メインフレームの電源を切ってから、メインフレームからモジュールを取り
外します。

2. 各モジュールの 4 本の留めネジを緩めます。

3. イジェクタ・ハンドルを使用して、マージされたモジュール・セットの各モ
ジュールをメインフレームから外します。

4. 2 人で作業を行いながら、マージされたすべてのモジュールをスライドさせ
メインフレームから取り出し、それらを静電気が起こらない作業面の上に置
きます。

5. モジュールは 1 台ずつ慎重に、マージされたモジュール・セットから切り
離します。

6. モジュールは右側を下にして置きます。

7. マージ・ケーブル・アセンブリをモジュールに留めている 2 本の Torx T-10
ネジを取り外します。

8. マージ・ケーブル・アセンブリを凹部に置きます。
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モジュールのマージ

9. 2 本の Torx T-10 ネジをアセンブリに取り付けてから、ネジを締めます（最
大 4 in-lbs）。

10. その他のモジュールについて、ステップ 7 ～ 9 を繰り返します。

ここで、必要に応じて、再度モジュールをメインフレームに取り付けることがで
きます。

TLA7Lx/Mx/Nx/Px/Qx 型モジュールのマージ

次の手順を使用して、ロジック・アナライザ・モジュールを物理的にマージしま
す。

注意： 必ずメインフレームの電源を切ってから、モジュールの取り付けまたは
取り外しを行ってください。 メインフレームまたはモジュールが損傷することが
あります。

2 台のロジック・アナライ
ザのマージ手順

次の手順を使用して、2 台のロジック・アナライザ・モジュールをマージします。
3 台のモジュールをマージすることもできます。 (72 ページ 「3 台のロジック・ア
ナライザのマージ手順」 参照)。

注意： 静電気によって、ロジック・アナライザ・モジュールの半導体コンポーネ
ントが損傷を受けることがあります。

マージ手順を実行するときは、接地された帯電防止リスト・ストラップをつけて、
体から静電気を放電させます。

次のステップに従って、2 台のモジュールをマージします。

1. 必ずメインフレームの電源を切ってから、マージするモジュールを取り外し
ます。

2. スレーブ・モジュールにするモジュールと、マスタ・モジュールにするモ
ジュールを決定します。

3. スレーブ・モジュールを（フロント・パネルから見て）右側に配置します。

4. T-10 Torx チップのドライバを使用してモジュール・カバーからネジを取り
外します。 (図 52 参照)。

5. モジュールの前面の近くにあるネジを取り外します。

6. マージ・ケーブル・ブラケットをカバーに留めているネジを取り外します。

7. ケーブル・ブラケットの上部を取り外して、横に置きます。

8. モジュール・カバーを取り外して、マージ・ケーブルを配置します。
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モジュールのマージ

図 52: カバーを取り外す

9. マージ・ケーブルをカバーの穴に通しながら、カバーを元の位置に戻しま
す。 (図 53 参照)。

注： ケーブルを穴に通すとき、ケーブルをひねらないでください。 ケーブルを
ひねると、モジュールを正しくマージできません。
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モジュールのマージ

図 53: マージ・ケーブルをカバーに通す

10. ガイド・ピンの先が上を向くようにマージ・ケーブル・ブラケットを回します。

11. ブラケットをマージ・ケーブル・コネクタの上に配置します。

12. マージ・ケーブル・ブラケットを固定する 2 本のネジを取り付けます。

注意： 取り付け中にモジュールが損傷を受けないようにするため、ステップ 14
～ 19 で説明するとおりの方法でカバーを元の位置に戻します。

カバーがしっかりと取り付けられていないと、メインフレームにモジュールを取
り付けたとき、モジュールが損傷を受ける可能性があり、EMC 要件に適合しな
いことがあります。

13. ロジック・アナライザ・モジュールのカバーを元に戻します。

14. カバーの前面の端がフロント・サブパネルの後部に挿入されるように、カ
バーを前に押し込みます。 カバーがシャーシの前後のフランジに完全に
（隙間なく）密着していることを確認します。
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モジュールのマージ

図 54: カバーをシャーシに取り付ける

15. カバーを所定の位置に保持したまま、モジュールの前面にネジ（上に 2
本、下に 2 本）を取り付けて、カバーをシャーシに固定します。

16. モジュールの前面の近くにネジを取り付けます。

17. シャーシのリア・パネルをスライドさせて、リア・パネル・ネジを取り付けます。

18. 後部の上下のネジを取り付けます。

19. すべてのネジを確認して、締めます。

20. マスタ・モジュールをスレーブ・モジュールの隣りに置き、スレーブ・モジュー
ルの 2 本のガイド・ピンとマスタ・モジュールのガイド・ピンの穴の位置を合
わせます。

TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザ・インストール・マニュアル 71



モジュールのマージ

図 55: 2 つのモジュールの位置を合わせる

21. 2 台のモジュールをゆっくりと押し込み、スレーブ・モジュールのマージ・コ
ネクタとマスタ・モジュールのコネクタをマージします。

22. モジュールがリア・パネル・コネクタにしっかりと接続されるまで、モジュー
ルをメインフレームに押し込みます。

23. インジェクタ・ハンドルを使用して、モジュールを 1 台ずつしっかりと固定
します。

24. 各モジュールの 4 本の留めネジを締めます（最大 2.5 in-lbs）。

3 台のロジック・アナライ
ザのマージ手順

次の手順を実行して、3 台のロジック・アナライザ・モジュールをマージし、より
多くのチャンネルを持つロジック・アナライザのマージ・セットを構成します。

3 台のマージ（TLA7Nx、TLA7Px、および TLA7Qx 型ロジック・アナライザ・モ
ジュールのみ）では、マスタ・モジュールを中央に配置します。 スレーブ・モ
ジュール 1 はマスタ・モジュールの右、スレーブ・モジュール 2 はマスタ・モ
ジュールの左となります。

注意： 静電気によって、ロジック・アナライザ・モジュールの半導体コンポーネ
ントが損傷を受けることがあります。

72 TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザ・インストール・マニュアル



モジュールのマージ

マージ手順を実行するときは、接地された帯電防止リスト・ストラップをつけて、
体から静電気を放電させます。

1 番目のスレーブ・モジュールをマスタ・モジュールにマージします。 (68 ペー
ジ 「2 台のロジック・アナライザのマージ手順」 参照)。

次のステップを実行して、2 番目のスレーブ・モジュールをマージします。

1. マージされた 2 台のモジュールのセットを（フロント・パネルから見て）右側
に配置します。

2. 手順を繰り返して、2 番目のスレーブ・モジュールをマージします。

ロジック・アナライザ・モ
ジュール・マージ・ケーブ

ルを収納する

次のステップに従って、ロジック・アナライザ・マージ・ケーブルをロジック・アナ
ライザ・モジュールに収納します。

1. T-10 Torx チップのドライバを使用して、マージ・ケーブル・ブラケットを固
定しているネジを取り外します。

2. マージ・ケーブル・ブラケットを取り外します。

3. サイド・カバーおよびリア・カバーのネジを取り外します。

4. マージ・ケーブルをサイド・カバーから押し出して、カバーを取り外します。

5. マージ・ケーブルを配置します。 (図 56 参照)。

図 56: マージ・ケーブルを配置してからカバーを取り付ける

6. カバーの前面の端のタブがフロント・サブパネルの後部に挿入されるよう
に、カバーを前に押し込みます。 カバーが完全に固定され、前後のシャー
シのフランジに隙間がないことを確認します。 (71 ページの 図 54 参照)。

7. カバーを所定の位置に保持したまま、モジュールの前面に最も近いところ
にネジを取り付けて、カバーをシャーシに固定します。
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8. モジュールの前面の近くにネジを取り付けます。

9. シャーシのリア・パネルをスライドさせて、リア・パネル・ネジを取り付けます。

10. 後部の上下のネジを取り付けます。

11. ガイドピンがモジュールの中に入るように、マージ・ケーブル・ブラケットを
取り付けます。

12. マージ・ケーブル・ブラケットにネジを取り付けて締めます。

13. モジュールにすべてのネジを取り付けて、締めたことを確認します。
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TLA7Bxx 型のデスキュー手順

TLA7Bxx 型のデスキュー手順

当社では、TLA7Bxx 型ロジック・アナライザのモジュールとプローブを使用す
る高速アプリケーションの高性能化を実現するために、デスキュー手順を実行
することをお勧めします。デスキュー手順では、デスキュー・フィクスチャ付きの
TLACAL ソフトウェアを使用して、プローブのタイミングをロジック・アナライザ・
モジュールに合わせて調整します。

注： デスキュー・フィクスチャは、オプショナル・アクセサリとして利用できます。
必ず、お使いのロジック・アナライザ・プローブに適したデスキュー・フィクスチャ
を使用してください。 (107 ページ 「アクセサリとオプション」 参照)。

図 57: TLA7Bxx 型モジュールとデスキュー・フィクスチャを設置した TLA7012
型

手動調整はありません。TLACAL ソフトウェアは、画面のプロンプトに応じて、
デスキュー・フィクスチャを使用して機器のハードウェアを調整します。各テスト
が正常に完了すると、新しい校正データが自動的に読み込まれます。
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必要条件

デスキュー手順を実行するには、次の要件を満たす必要があります。

デスキュー手順を実行する前に、+20 ℃～ +30 ℃の環境で 30 分間、ロ
ジック・アナライザのウォーム・アップを行う必要があります。

TLACAL ソフトウェアを機器にインストールしておく必要があります。

ロジック・アナライザ・アプリケーションを終了しておく必要があります。

アプリケーションの要求に応じて、ロジック・アナライザ・プローブを、ロジッ
ク・アナライザ・モジュールの専用のプローブ・コネクタにネジでしっかりと
接続してください。調整はすべて、ロジック・アナライザ・プローブが専用の
プローブ・コネクタに接続された状態で行われます。

注意： デスキュー手順を実行した後、プローブを別のスロット・コネクタに移動
すると、調整が無効になります。デスキュー手順実行後にやむを得ずプロー
プを取り外した場合、そのプローブは必ず同じプローブ・コネクタに再接続し
てください。

TLACAL ソフトウェアのインストール

機器を使用するには、あらかじめ TLACAL ソフトウェアを機器にインストール
しておく必要があります。TLACAL ソフトウェアを起動するする前に、TLA アプ
リケーションを終了させてください。両方のアプリケーションを同時に実行する
ことはできません。

注： TLACAL ソフトウェアがすでに機器にインストールされている場合には、
ソフトウェアのバージョンが、TLA アプリケーションのバージョンと同じであること
を確認してください。必要に応じて、TLA リリース・ノートを参照し、ソフトウェア
のバージョン情報を確認してください。ソフトウェアのバージョンが一致しない
場合には、旧バージョンの TLACAL ソフトウェアを削除して、正しいバージョン
をインストールする必要があります。

ファームウェアのバージョン情報を確認するには、TLACAL 起動ウィンドウの
About TLACAL ボタンをクリックします。
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TLACAL ソフトウェアをインストールするには、次の手順を実行します。

1. 開いていてるすべてのアプリケーションを終了します。

2. Tektronix ロジック・アナライザ・ファミリー・アプリケーション・ソフトウェア CD
の Disc 1 をディスク・ドライブに挿入します。

3. デスクトップで、Start、Run... の順に選択します。

4. Run ダイアログ・ボックスに次のパスを入力するか、Browse ボタンを使用し
てこのパスに移動します。

D:\TLACAL\Setup.exe

5. OK をクリックして、インストール・プログラムを起動し、画面の指示に従っ
て操作します。

6. インストールが完了したら、ディスクを取り出します。

ソフトウェアのインストールが終了すると、デスクトップに TLACAL アイコンが
表示されます。

TLACAL ソフトウェアを機器から削除するには、Windows コントロール・パネル
の Add/Remove Program ユーティリティを使用します。

デスキュー手順

スキューを最小限に抑えるために、アプリケーションで使用する場合と同じ構
成で接続された特定のプローブのセットを使用して、デスキュー手順を実行し
てください。デスキューの測定は、特定のプローブとモジュールの構成に対し
てのみ有効です。次のデスキュー手順を使用できます。

デスキュー：この手順では、モジュールとプローブの組合せによる相対的な
遅延を測定します。ケーブルの長さの違いや、モジュール全体のチャンネ
ル間での遅延差を引き起こすその他の要因によるばらつきを補正します。

マージされたデスキュー：この手順では、マージされた構成でのモジュール
間の相対的な遅延を測定し、マージされたセット内の全モジュールのデー
タを対象にアライメントを取ります。複数のモジュールを物理的に 1 つに
マージする必要があります。

出荷時デフォルト値のリストア：このオプションでは、上記のデスキューおよ
びマージされたデスキュー調整設定の結果を削除し、デスキュー設定を出
荷時のデフォルト値に戻します。これにより、他の特定のモジュールとプロー
ブの構成用に設定された校正データが誤って再利用されるのを防ぎます。
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TLACAL ソフトウェアを起動して調整を完了するには、次の手順を実行します。

1. TLA アプリケーションを終了します（実行されている場合）。

2. デスクトップにある TLACAL アイコンをダブルクリックして、ソフトウェアを
起動します。

3. TLA Connection ダイアログ・ボックスが表示されたら、機器に接続します。

TLACAL ウィンドウがデスクトップに表示されます。 (図 58 参照)。

図 58: TLACAL 起動ウィンドウ

4. ダイアログ・ボックスで、デスキューするモジュールを選択します。

5. Adjustment ボタンをクリックして、ソフトウェアを起動します。Adjustment ダ
イアログ・ボックスが表示されます。 (図 59 参照)。
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図 59: Adjustment ダイアログ・ボックス（Deskew がオン）

6. ダイアログ・ボックスの上部にある Deskew が選択されていることを確認しま
す。

7. ダイアログ・ボックスの下部にある Next ボタンをクリックして、プローブ接続
の手順を表示します。

8. 画面上の指示に従って、プローブ、クロック・ケーブル、およびデスキュー・
フィクスチャを接続します。

9. Next ボタンをクリックして、手順を開始し、画面の指示に従って操作しま
す。調整手順が開始され、ダイアログ・ボックスに結果が表示されます。 (
図 60 参照)。
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図 60: 調整結果の例

注： エラーが発生した場合は、プローブまたはデスキュー・フィクスチャの接
続をチェックして、必要に応じて接続し直します。次に、Back ボタンをクリックし
てテストを再開します。

10. テストが完了したら、Next ボタンをクリックして、デスキューの調整値を保
存します。

注： この手順では、プローブとデスキュー・フィクスチャを接続したり取り外した
りします。手順が完了したら、構成に合った適切なプローブが接続されている
かどうかを確認してください。これらの手順は、特定のプローブ・コネクタに接続
されたプローブに対してのみ有効です。プローブの接続を変更する場合は、
これらの手順をやり直す必要があります。
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11. マージ構成内のすべてのモジュールについて、デスキュー手順を繰り返
します。

12. Finish ボタンをクリックして、手順を終了し、起動ウィンドウに戻ります。

注： 特定のプローブ・セクションに対してデスキュー手順を実行する場合、対
象とするプローブ・セクションが現れるまで Next ボタンをクリックし、複数のプ
ローブ・セクションをスキップすることができます。スキップしたプローブ・セクショ
ンのステータスは FAIL になりますが、これら他のプローブ・セクションの FAIL
ステータスが、現在のプローブ・セクションに影響することはありません。

マージされたデスキュー
手順

マージされたデスキュー手順を実行できるかどうかは、マージ構成内の各モ
ジュールに対するデスキュー操作が正常に完了するかどうかに依存します。
マージされたデスキュー手順を実行する前に、個々のモジュールに対するデ
スキュー手順が完了していることを確認してください。

1. Adjustment ボタンをクリックして、手順を開始します。

2. Deskew チェック・ボックスをオフにします。

3. ダイアログ・ボックスで Merged Deskew を選択します。 (図 61 参照)。

4. Next ボタンをクリックし、画面の指示に従って、マージされたデスキューの
手順を実行します。

図 61: Merged Deskew が選択された Adjustment 手順ダイアログ・ボックス
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出荷時デフォルト値のリ
ストア手順

上述のデスキューまたはマージされたデスキューの手順で得られた校正デー
タを削除し、モジュールを出荷時のデフォルトのデスキュー設定に戻すには、
次の手順に従います。

1. Adjustment 手順ダイアログ・ボックスで、Deskew and Merged Deskew を選
択します。 (図 62 参照)。

図 62: Adjustment ダイアログ・ボックス（Deskew and Merged Deskew がオン）

2. Next ボタンをクリックして、ダイアログ・ボックスの説明を確認してください。
(図 63 参照)。
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図 63: デスキュー手順：出荷時デフォルト値のリストアに関する説明

3. 手順を実行する場合は、Next をクリックします。

手順の結果が表示されます。 (図 64 参照)。
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図 64: 出荷時デフォルト設定のリストア結果

4. Finish ボタンをクリックして、手順を終了し、起動ウィンドウに戻ります。
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製品の概要

この章では、ロジック・アナライザのコントロールとコネクタについて簡単に説明
します。 ロジック・アナライザの操作に関する情報は、『TLA クイック・スタート・
ユーザ・マニュアル』を参照してください。

フロント・パネル・コントロール

フロント・パネル・コントロールでほとんどのポータブル・メインフレームを操作
することができます。 (図 65 参照)。外部のキーボード、モニタ、およびマウス
を接続して、ロジック・アナライザを操作することもできます。 ベンチトップ・メイ
ンフレームにはフロント・パネル・コントロールがなく、外部コントローラ、すなわ
ちキーボード、モニタおよびマウスを備えた TLA7PC1 型ベンチトップ PC、ま
たは TLA アプリケーションがインストールされた PC を必要とします。

図 65: ポータブル・メインフレームのフロント・パネル

TLA7000 シリーズ外部コネクタ

メインフレームから次の外部接続が可能です。 (図 66 参照)。

System Trigger In および System Trigger Out。外部ソースとのトリガの送受
信で使用します。

External Signal In および External Signal Out。外部ソースとの信号の送受
信で使用します。

TekLink。メインフレーム間のタイム・リファレンス、トリガ信号、入出力信号
を調整する際に使用されます。

アクセサリの接続。USB、LAN、音声／ビデオ出力など。
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外部デバイスの接続 TLA7012 型には、 プライマリ（DVI-D、デジタル出力のみ）とセカンダリ（DVI-I、
デジタル／アナログ出力）の 2 つのディスプレイ用ポートがあります。 同時ス
キャン・モードでは、プライマリまたはセカンダリに接続された外部モニタと内蔵
ディスプレイに同じ情報が表示されます。

同時スキャン・モードを有効にしたり、外部モニタの有効／無効を切り替えたり、
ディスプレイに関するその他の変更を行ったりするには、デスクトップを右クリッ
クして、Properties、Graphics、Intel Graphics Technology の順に選択します。

図 66: TLA7000 シリーズ外部コネクタ
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ソフトウェアのリストアと再インストール

ロジック・アナライザの大部分のソフトウェアは、機器の出荷時にインストール済
みです。ソフトウェアを再インストールする場合を除き、このセクションを参照す
る必要はありません。これらの説明は、TLA アプリケーション・ソフトウェアとオ
ペレーティング・システムを再インストールする場合にのみ参照してください。
新しい TLA アプリケーション・ソフトウェア・バージョンにアップグレードする場
合は、お近くの当社営業所にお問い合わせください。このセクションでは、リ
モート操作またはオフライン・アプリケーションに関連するロジック・アナライザ・
ソフトウェアを PC にインストールする方法についても説明します。

注： リモート PC にソフトウェアをインストールまたは再インストールする場合
は、そのソフトウェアのバージョンがロジック・アナライザのメイン・アプリケーショ
ンのバージョンと一致することを確認してください。

機器のオペレーティング・システムのリストア

機器のハード・ディスク・ドライブのファイル、または一連のリストア・ディスクか
ら、機器のオペレーティング・システムをリストアできます。(56 ページ 「オペレー
ティング・システムのリストア・ディスクの作成」 参照)。推奨されるリストア方法
は、ハード・ディスクのリストア・ファイルを使用することです。

注意： オペレーティング・システムをリストアすると、ハード・ディスク・ドライブが
再フォーマットされます。保存されていたデータは、すべて失われます。できる
だけ、オペレーティング・システムをリストアする前に、重要なファイルを外部の
メディアに保存しておくようにしてください。

機器のハード・ディスク
からのオペレーティング・

システムのリストア

機器のハード・ドライブには、オペレーティング・システムのリストア・ファイルが
別個のパーティションに保存されています。

1. 機器を再起動します。起動プロセスが実行されている間、画面の上部に次
のメッセージが表示されます。

Starting Acronis Loader... press F5 for Acronis Startup

Recovery Manager

2. Acronis True Image Tool が開くまで、F5 キーを繰り返し押します。メッセー
ジが表示されてから機器が通常どおり起動するまで、わずかな遅れがあり
ます。Acronis アプリケーションが起動しない場合は、機器の電源を切って
から、もう一度電源を入れてみます。

3. Restore をクリックします。

4. Confirmation ダイアログ・ボックスで、Yes をクリックしてオペレーティング・
システムと機器のアプリケーションをリストアします。リストアせずにプロセス
を終了するには、No をクリックします。リストア・プロセスには約 30 分ほど
要しますが、実際にかかる時間は機器の設定によって異なります。
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リストア・ディスクからの
オペレーティング・システ

ムのリストア

リストア・ディスクは、そのディスクを作成した機器でのみ使用できます。

注： この手順を実行するには、マウスが必要です。また、DVD ドライブが、最
初に起動するデバイスとして設定されている必要があります（デフォルトの設
定）。必要であれば、起動の設定を変更できます。 (89 ページ 「BIOS 設定の
変更」 参照)。

1. リストア・ディスク 1 を機器の DVD ドライブに挿入します。

2. 機器を再起動します。DVD ドライブが最初に起動するデバイスであれば、リ
ストア・ソフトウェアが自動的に起動します。DVD ドライブが最初に起動する
デバイスでない場合は、リストア・ディスクからリストアを実行する前に、DVD
ドライブを最初に起動するデバイスとして有効にしておく必要があります。

3. Restore をクリックします。

4. Confirmation ダイアログ・ボックスで、Yes をクリックしてオペレーティング・
システムと機器のアプリケーションをリストアするか、No をクリックしてリスト
ア・プロセスを終了します。

5. リストア・プロセスが完了したら、リストア・ディスクを取り出して、機器を再起
動します。

6. メッセージが表示されたら、エンドユーザ・ライセンス契約書（EULA）を読
んで同意します。

7. Next をクリックして、必要に応じて、地域設定を行います。

8. Next をクリックします。

設定が適用され、機器が再起動します。

9. 機器が再起動したら、TLA アプリケーション・ソフトウェアを再インストール
します。 (89 ページ 「TLA アプリケーション・ソフトウェアの再インストール」
参照)。
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BIOS 設定の変更 オペレーティング・システムを再インストールする前に、DVD ドライブからロジッ
ク・アナライザを起動できるように、BIOS 設定を変更する必要があります。

1. TLA7012 型ポータブル・メインフレームおよび TLA7PC1 型ベンチトップ・
メインフレーム（シリアル番号 B010000 ～ B019999）の場合は、ロジック・ア
ナライザを再起動し、F2 ファンクション・キーを繰り返し押して、BIOS セット
アップに入ります。

2. TLA7PC1 型ベンチトップ・メインフレーム（シリアル番号 B020000 以降）
の場合は、ロジック・アナライザを再起動し、Delete キーを繰り返し押して
BIOS セットアップに入ります。

3. BIOS セットアップで、Boot メニューに移動します。

4. 機器用に Boot デバイスを設定します。 (表 9 参照)。 画面の指示に従っ
て、設定を変更します。

表 9: CD-ROM からソフトウェアを再インストールする BIOS 設定

機器の設定 設定

USB FDC:

IDE 2: (DVD Drive ID)

TLA7012 型または
TLA7PC1 型コント
ローラ

IDE 0: (Hard Drive ID)

5. 設定を保存するために F10 ファンクション・キーを押し、新しい設定を保存
することを確認します。

TLA アプリケーション・ソフトウェアの再インストール

TLA アプリケーション・ソフトウェアの最新バージョンを再インストールするに
は、次のステップを実行します。 アプリケーション・ソフトウェアに問題が発生し
た場合は、まず最初にこのステップを実行してみます。 それでもまだ問題が解
決しない場合は、ハード・ディスク・イメージをリストアしなければならない可能性
があります。 (87 ページ 「機器のオペレーティング・システムのリストア」 参照)。

これらの手順を実行する間は、管理者としてログオンする必要があります。 ロ
ジック・アナライザは、管理者（パスワードなし）としてログオンするように自動的
に初期設定されるため、ログイン画面は表示されません。 機器のネットワーク
設定が変更されている場合は、管理者または管理者権限を持つユーザとして
ログオンしていることを確認します。 管理者としてログオンしないと、ソフトウェ
アのアップグレードが正常に完了しない可能性があります。

1. 管理者として機器にログオンし、すべてのアプリケーションを終了します。

2. TLA アプリケーション・ソフトウェアの CD をロジック・アナライザの CD ドラ
イブに挿入します。

3. インストール・ソフトウェアが自動的に起動しない場合、Windows の Start メ
ニューをクリックし、Run ダイアログ・ボックスを表示します。 TLA アプリケー
ション・ソフトウェアを再インストールするには、Run ダイアログ・ボックスに
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「D:\TLA Application SW\Setup.exe」と入力します（CD ドライブが D ドライ
ブ以外の場合は、該当するドライブ名を入力）。

4. OK をクリックし、インストールを実行します。

ハード・ディスクに古いバージョンのソフトウェアがある場合は、インストー
ル・プログラムがそのバージョンを検出し、削除するかどうかをたずねます。
画面の指示に従ってすべてのメッセージで Yes を選択し、ソフトウェアを削
除します。

5. ソフトウェアが正常にインストールされたら、機器を再起動します。

6. TLA アプリケーション・ソフトウェアをリモート操作用の PC にインストール
してある場合、TLA Application アイコンをダブルクリックしてソフトウェアを
起動します。 TLA Startup ダイアログ・ボックスが表示されます。

a. TLA Connection ダイアログ・ボックスで機器を選択し、Connect ボタン
をクリックします。機器がネットワークに接続されている場合、ローカル・
ネットワーク上のあらゆる機器に接続することができます。ただし、TLA
サーバが起動中で、有効になっていて、しかも別のユーザにも使用さ
れていない場合に限ります。

b. Offline をクリックし、オフライン版の TLA アプリケーション・ソフトウェア
を起動します。 TLA オフライン・ソフトウェアでは、TLA アプリケーショ
ンを実際の機器に接続せずに実行することができます。 ロジック・アナ
ライザから取り込んでおいたデータの解析、参照メモリの作成または修
正、システム・テストの実施などを、実際の機器に接続せずに行うこと
ができます。

タッチスクリーンの校正

TLA7012 型ポータブル・ロジック・アナライザでは、ご使用にあたって次の手順
を実行してタッチスクリーンを校正することをお勧めします。

1. Windows デスクトップに移動し、タッチ・スクリーン・コンフィグレータ（ポイン
ティング・デバイス・アイコンまたは小さなマウス・グラフィック）をダブルクリッ
クします。Touch Screen Properties ウィンドウが表示されます。

2. Calibrate をクリックし、画面の指示に従って、アライメント・ルーチンを実行
します。高い確度を得るには、スタイラスを使用します。

Touch Screen Properties ウィンドウで、タッチスクリーンの機能の一部をカスタ
マイズすることもできます。選択テキストを右クリックすると、機能の説明が表示
されます。
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他のソフトウェアのインストール

何らかのマイクロプロセッサ・サポート・パッケージを購入している場合は、オ
ペレーティング・システムと TLA アプリケーションを再インストールした後で、そ
のパッケージを再インストールする必要があります。マイクロプロセッサ・サポー
ト・ソフトウェアのコピーをお持ちでない場合は、当社営業所にお問い合わせ
いただき、交換用のコピーを入手してください。当社営業所に連絡できない場
合は、当社サービス受付センターに連絡してください（このマニュアルの冒頭
にある「Tektronix 連絡先」を参照してください）。

ファームウェアのアップグレードとリストア

ロジック・アナライザまたは各モジュールのファームウェアのバージョンが TLA
アプリケーション・ソフトウェアのバージョンと互換性がない場合、これらのファー
ムウェアのアップグレードが必要になることがあります。 この場合、ロジック・ア
ナライザを起動したときに、それを知らせるメッセージがモジュールごとに表示
されます。 TLA アプリケーション・ソフトウェアの最新のファームウェアは、ロジッ
ク・アナライザのハード・ディスクにあるファイルに格納されています。

ファームウェアの更新手順は似ていますが、当社のロジック・アナライザ製品
によっていくつかの重要な違いがあります。したがって、ここでは別の手順とし
て説明します。 TLA7000 メインフレーム内で種々のモジュールを組み合わせ
ている場合、実際にアップグレードを始める前に各モジュールについての手
順を確認してください。

TLA7Axx 型、TLA7Bxx
型、TLA7Sxx 型、

TLA7SAxx 型、または
TLA7NAx 型モジュール
の上のファームウェアの

アップグレード

TLA7Axx 型、TLA7Bxx 型、TLA7Sxx 型、TLA7SAxx 型、または TLA7NAx 型
モジュールのファームウェアをアップグレードするには、次のステップを実行し
ます。

1. 新しいファームウェアを必要とするモジュールを確認してください。

System ウィンドウに表示されないモジュールがある場合は、次のステップを
実行して、モジュールのステータスを確認します。

a. System メニューで System Properties を選択します。

b. Modules タブをクリックします。

c. 取り付けられているモジュールの Messages 列の情報に注目します。無
効のメッセージが示されたモジュールがある場合、そのモジュールの
ファームウェアを更新しなければなりません。

2. ロジック・アナライザ・アプリケーションを終了します。

3. Start → All Programs → Tektronix Logic Analyzer → TLA Firmware Loader
の順にクリックします。

4. TLA Connection ダイアログ・ボックスから 1 台の機器を選択します。
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メインフレーム・ファームウェアを読み込むか、機器モジュール・ファーム
ウェアを読み込むかを選択できます。Instrument Module Firmware セクショ
ンの Load ボタン（ダイアログ・ボックスの下の部分）をクリックします。

5. アップグレード操作が完了すると、メインフレームの電源を入れ直すように
求めるメッセージが表示されます。 Yes をクリックして継続します。

ロジック・アナライザは、メインフレームを調べ、取り付けられているモジュー
ルとファームウェアのアップグレードが可能なモジュールを確認します。 古
いモジュールがあると、ウィンドウの下段にそれらのモジュールがリストされ
ます。 これらのモジュールを更新するには、各モジュールの後部にフラッ
シュ・ジャンパをインストールしなければなりません。

6. ウィンドウの上部の Supported リスト・ボックスに表示されているモジュール
のリストから、更新対象のモジュールを選択します。 同時に複数のモジュー
ルを更新する場合は、選択ボックス中のモジュールのスロット位置に注意
してください。

7. Execute メニューから Load Firmware を選択します。

8. モジュールに適したファームウェア・ファイル（TLA7Axx.lod、TLA7Bxx.lod、
TLA7Sxx.lod、TLA7SAxx.lod、または TLA7NAx.lod）を選択します。

注： モジュールごとに適切な .lod ファイルを選択します。 タイトル・バーのスロッ
ト番号に注意して、適切なモジュールを選択していることを確認してください。

9. OK をクリックします。 操作を確認するメッセージが表示されたら、Yes をク
リックします。

注： 互換性のないモジュールへのファームウェアのロードは受け付けられませ
ん。 たとえば、オシロスコープ・ファームウェアをロジック・アナライザのモジュー
ルにロードすることはできません。

ファームウェアのロードは、モジュールごとに 1 台ずつ行われます。 このプ
ロセスは、モジュール 1 台あたり数分かかります。

10. ファームウェアが各モジュールにロードされた後、ファームウェア・ローダ・
プログラムを終了し、ロジック・アナライザの電源を遮断します。 TLA アプ
リケーションが正しく起動できるように、ロジック・アナライザの電源をオフに
する必要があります。

11. モジュールをメインフレームから取り外します。

12. モジュールの側面にある大きなラベルを確認します。

13. このラベルにファームウェアのバージョンを記入します。 ファームウェアの
バージョンがラベルと一致することを確認する場合に、この情報が必要に
なります。
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14. モジュールをメインフレームに再度取り付け、メインフレームの電源をオン
にします。

15. ロジック・アナライザの電源オン診断が完了したら、System メニューから
System Properties を選択します。

16. モジュール・タブ（たとえば LA1）をクリックします。

17. 選択されたモジュールのファームウェアのバージョンが、ステップ 13 で書
き留めたラベル上のバージョンと一致することを確認します。

18. ファームウェア・バージョンが一致しなければ、メインフレームの電源を遮
断し、モジュールをメインフレームから取り外し、ラベルを更新します。
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TLA7Lx/Mx/Nx/Px/Qx
/Dx/Ex 型モジュール上
のファームウェアのアッ

プグレード

TLA7Lx、TLA7Mx、TLA7Nx、TLA7Px、TLA7Qx 型ロジック・アナライザ・モ
ジュールおよび TLA7Dx 型、TLA7Ex 型オシロスコープ・モジュール上のモ
ジュール・ファームウェアをアップグレードするには、次のステップを実行しま
す。 これらのモジュールでファームウェアをアップグレードする前に、各モジュー
ルの後部にジャンパをインストールしなければなりません。

1. 新しいファームウェアを必要とするモジュールを確認してください。

System ウィンドウに表示されないモジュールがある場合は、次のステップを
実行して、モジュールのステータスを確認します。

a. System メニューで System Properties を選択します。

b. Modules タブをクリックします。

c. 取り付けられているモジュールの Messages 列の情報に注目します。
無効または同様のメッセージが示されたモジュールがある場合、その
モジュールのファームウェアを更新しなければなりません。

2. ロジック・アナライザの電源を遮断し、電源コードを抜きます。

3. ロジック・アナライザからモジュールを取り外します。

4. 各モジュールの後部にあるフラッシュ・プログラミング・ピンを確認します。
(95 ページの 図 67 参照)。

5. フラッシュ・プログラミング・ピンにジャンパを取り付けます（ロジック・アナラ
イザ付属のスペア・ジャンパの 1 つを使用します）。

6. モジュール（1 台または複数）をロジック・アナライザに再度取り付けます。

7. 電源コードを再接続し、ロジック・アナライザの電源をオンにします。

8. TLA アプリケーションが起動するのを待ちます。

注： フラッシュ・プログラミング・ジャンパがインストールされているモジュール
は、System ウィンドウに表示されません。

94 TLA7000 シリーズ・ロジック・アナライザ・インストール・マニュアル



ソフトウェアのリストアと再インストール

9. TLA アプリケーションを終了します。

図 67: フラッシュ・プログラミング・ピン

10. Start 、All Programs、Tektronix Logic Analyzer、TLA Firmware Loader の
順にクリックします。

11. TLA Connection ダイアログ・ボックスから 1 台の機器を選択します。

メインフレーム・ファームウェアを読み込むか、機器モジュール・ファーム
ウェアを読み込むかを選択できます。Instrument Module Firmware セクショ
ンの Load ボタン（ダイアログ・ボックスの下の部分）をクリックします。

12. ウィンドウの上部の Supported リスト・ボックスに表示されているモジュール
のリストから、更新対象のモジュールを選択します。 これにより、アップグ
レードするモジュールが選択されます。

13. 同時に複数のモジュールを更新する場合は、選択ボックス中のモジュール
のスロット位置に注意してください。
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14. Execute メニューから Load Firmware を選択します。

15. 選択したモジュールに対応する適切なロード・ファイルを選択します。(表
10 参照)。 ロード・ファイルは C:\Program Files\TLA 700\Firmware ディレ
クトリにあります。

注： 各モジュールに対応する適切なロード・ファイルを選択します。タイトル・
バーのスロット番号に注意して、ロード・ファイルに対応する適切なモジュール
を選択していることを確認してください。

表 10: TLA ファームウェア・ファイル

モジュールの種類 ロード・ファイル

TLA7Nx、TLA7Px、TLA7Qx 型ロジッ
ク・アナライザ・モジュール

TLA7NPQ.lod

TLA7Lx 型および TLA7Mx 型ロジッ
ク・アナライザ・モジュール

TLA7LM.lod

TLA7Dx 型および TLA7Ex 型オシロス
コープ・モジュール

FirmwareDSO.lod

16. OK をクリックします。 操作の確認を求めるメッセージが表示されたら、Yes
をクリックします。

注： 互換性のないモジュールへのファームウェアのロードは受け付けられませ
ん。 たとえば、オシロスコープ・ファームウェアをロジック・アナライザのモジュー
ルにロードすることはできません。

ファームウェアのロードは、モジュールごとに 1 台ずつ行われます。 このプ
ロセスは、モジュール 1 台あたり数分かかります。

17. アップグレードが完了したら、プログラムを終了します。

18. ロジック・アナライザの電源を遮断し、電源コードを抜きます。

19. 機器からモジュールを取り外し、モジュール後部のフラッシュ・プログラミン
グ・ピンからジャンパを取り外します。 将来の更新のためにジャンパを保存
します。

20. モジュールの側面にある大きなラベルを確認します。

21. このラベルにファームウェアのバージョンを記入します。 ファームウェアの
バージョンがラベルと一致することを確認する場合に、この情報が必要に
なります。

22. モジュールをメインフレームに再度取り付け、メインフレームの電源をオン
にします。
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23. ロジック・アナライザの電源オン診断が完了したら、System メニューから
System Properties を選択します。

24. モジュール・タブ（たとえば LA1）をクリックします。

25. 選択されたモジュールのファームウェアのバージョンが、ステップ 21で書
き留めたラベル上のバージョンと一致することを確認します。

26. ファームウェア・バージョンが一致しなければ、メインフレームの電源を遮
断し、モジュールをメインフレームから取り外し、ラベルを更新します。

インタフェース・モジュー
ルおよび TL708EX 型

TekLink 8 ポート・ハブ上
のファームウェアのアッ

プグレード

次の手順に従って、ベンチトップ・メインフレーム・インタフェース・モジュール
およびハブのファームウェアをアップグレードします。

1. ファームウェア・ローダを起動します。

2. インストールされているメインフレームのリストが表示されます。 アップグ
レードしたいメインフレームを選択し、Connect をクリックします。

3. Firmware Loader ダイアログ・ボックスが表示されます。メインフレーム・ファー
ムウェアを読み込むか、機器モジュール・ファームウェアを読み込むかを
選択できます。メインフレームおよび TekLink のファームウェアに対応する
Load ボタンをクリックします。

4. 現在インストールされているメインフレームおよび TekLink のファームウェ
アのリストが表示されます。 リストには現在実行しているバージョンとインス
トール可能なバージョンが表示されます。 インストールするバージョンを選
択してください。

5. Update Firmware ボタンをクリックします。 ファイルのダイアログ・ボックスに、
利用可能なファームウェア・イメージのリストが表示されます。

6. 適切なファイルを選択します。 Open をクリックし、選択したファームウェア・
イメージを開きます。 この作業は、選択したファームウェア・イメージごとに
実行しなければなりません。

7. Firmware Load Progress ダイアログ・ボックスが表示されます。 Start Flash
Operation ボタンをクリックし、選択したフラッシュ・イメージの書き換え作業
を開始します。 書き換え作業はいったん開始されると、キャンセルできま
せん。

8. 書き換え作業の実行中は、現在どのステップが行われているかが常に特
定されています。 処理が完了すると、ファームウェアが更新されたシステム
を再起動するよう求められます。

9. 書き換え作業が完了したら、TLA システムの電源を遮断し、再起動します。
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付録 A: メインフレームの電源の説明

注意： TLA7016 型ベンチトップ・メインフレームに取り付けられているモジュー
ルが多すぎると、配電システムが過負荷状態となり、メインフレームまたはモ
ジュールが損傷することがあります。これを避けるため、1 つのメインフレームの
モジュール設定は、50 Hz または 60 Hz で 120 V、または 400 Hz で 115 V 以
下の線間電圧で、1000 W を超えないようにしてください。メインフレームの総
消費電力を計算する際には、次の表および図を参照してください。

消費電力は、メインフレームに取り付けられているモジュールの種類と数によっ
て決まります。 総消費電力を調べるには、次のステップを実行してください。

1. 次の表で各モジュールの消費電力を調べます。

2. 各モジュールの電力を加算して、総消費電力を計算します（各ベンチトッ
プ・メインフレームに対する 170 W を含む）。

3. 総消費電力が、表に示されている制限値未満であることを確認します。
(101 ページの 図 68 参照)。

表 11: 機器モジュールの電源

モジュールの種類 電力（ワット）

ベンチトップ・メインフレーム 1 台 1 170

TLA7AA1 型 45

TLA7AA2 型、TLA7AB2 型、TLA7AC2 型 65

TLA7AA3 型、TLA7AC3 型 85

TLA7AA4 型、TLA7AB4 型、TLA7AC4 型 105

TLA7BB2 型 81

TLA7BB3 型 119

TLA7BB4 型、TLA7BC4 型 158

TLA7NA1 型 45

TLA7NA2 型 58

TLA7NA3 型 71

TLA7NA4 型 82

TLA7Q2 型 51

TLA7Q4 型 75

TLA7P2 型 50

TLA7P4 型 74

TLA7N1 型 45

TLA7N2 型 58

TLA7N3 型 71
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表 11: 機器モジュールの電源 （続き）

モジュールの種類 電力（ワット）

TLA7N4 型 82

TLA7L1 型 55

TLA7L2 型 73

TLA7L3 型 94

TLA7L4 型 109

TLA7M1 型 57

TLA7M2 型 76

TLA7M3 型 99

TLA7M4 型 116

TLA7D1 型 80

TLA7D2 型 111

TLA7E1 型 90

TLA7E2 型 121

TLA7PG2 型 110

TLA7S08 型 65

TLA7S16 型 105

TLA7SA08 型 90

TLA7SA16 型 120

1 ファンを最高速度で動作させたメインフレームとコントローラ・モジュールの電力
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図 68: TLA7016 型メインフレーム（シリアル番号 B020000 以降）のさまざまな
線間電圧におけるモジュールの許容最大電力
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付録 B: ユーザ・サービス手順

この付録では、当社のロジック・アナライザの保守点検に関する情報と手順の
概要について説明します。 メインフレームおよびモジュール・サービスのトラブ
ルシューティング手順については、サービス・マニュアルを参照してください。

利用できるサービス

当社は、保証修理サービスのほかに、お客様のニーズに合わせたさまざまな
サービスを提供しています。

保証修理サービスか次のサービス・オプションかに関わりなく、当社サービス
技術者はロジック・アナライザの修理に必要なツールと能力を持っています。
サービスは当社サービス受付センターまたは（近隣地であれば）お客様のサイ
トで提供されます。

保証修理サービス 当社は本製品について、このマニュアル巻頭の「保証について」に記載され
ている保証を提供します。 当社の技術者は、全世界の当社サービス受付セン
ターで保証サービスを提供します。 Tektronix 製品カタログに世界のすべての
サービス受付センターの一覧があります。

校正および修理サービ
ス

保証修理のほかに、当社サービスは校正やその他のサービスを通じて、サー
ビスのニーズや品質標準適合要件に応じた費用効果の高いソリューションを提
供しています。 当社の機器は、Tektronix の最先端の設計、製造およびサービ
ス・リソースによって世界各地でサポートされ、最高のサービスを提供します。

一般的な手入れについて

機器は、厳しい気候条件から保護する必要があります。 この機器は防水加工
されていません。 LCD ディスプレイに直射日光が当たる場所に長時間機器を
保管または放置しないでください。

注意： スプレーや液体、溶剤に接触させないでください。機器が損傷する可
能性があります。
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予防保全

年に一度、電気的な性能をチェックし、機器の確度を検証（校正）する必要が
あります。この作業は、認定修理技師が、当社のロジック・アナライザ製品の適
切なサービス・マニュアルの手順に従って実施する必要があります。

予防保全は、主に定期的なクリーニングによって実現されます。 定期的にク
リーニングすることにより、機器が故障しにくくなり、信頼性が高まります。 動作
環境に基づき、必要に応じて機器をクリーニングしてください。 コンピュータ室
のような条件に比べると、汚れた条件下ではより頻繁にクリーニングする必要
があります。

プローブおよびプローブ・コネクタの特定のクリーニング手順については、ロ
ジック・アナライザ・プローブ手順を参照してください。

フラット・パネル・ディス
プレイのクリーニング

LCD フラット・パネルは柔らかいプラスチック製のディスプレイなので、クリーニ
ング時の取り扱いには注意する必要があります。

注意： 不適切な洗浄剤または洗浄方法を使用すると、フラット・パネル・ディ
スプレイが損傷する可能性があります。

ディスプレイの表面のクリーニングに、研磨剤または市販のガラス用洗剤を使
用しないでください。

液体をディスプレイの表面に直接吹き付けないでください。

ディスプレイを磨くときは、力を入れすぎないでください。

ディスプレイのクリーニング時に機器の内部が湿らないように、ティッシュが湿
る程度の量の溶剤のみを使用してください。

フラット・パネル・ディスプレイの表面をクリーニングする場合は、クリーニング
用ティッシュ（KimberlyClark 社製の Wypall Medium Duty Wipes#05701 など）
でディスプレイをやさしくふいてください。

ディスプレイの汚れがひどい場合は、蒸留水または 75% のイソプロピル・アル
コール溶剤でティッシュを湿らせ、ディスプレイの表面をやさしくふきます。 力
を入れすぎないように注意してください。プラスチック製のディスプレイの表面
を傷つける可能性があります。
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付録 B: ユーザ・サービス手順

外部表面 外部表面のクリーニングは、乾いた柔らかい布か柔らかい毛ブラシで行ってく
ださい。 汚れが落ちない場合は、75% のイソプロピル・アルコール溶剤をしみ
こませた布または綿棒を使用してください。 コントロールやコネクタ周囲の狭
い箇所のクリーニングには綿棒が役立ちます。 機器のどの部分にも研磨剤を
使用しないでください。

注意： 機器の損傷を防ぐため、これらの注意事項に従ってください。

外部のクリーニング時に機器の内部が湿らないように、布または綿棒が湿る程
度の量の溶剤のみを使用してください。

フロント・パネルの On/Standby スイッチを水拭きしないでください。 機器を水
拭きする場合は、スイッチを覆ってください。

クリーニング時には、純水だけを使用してください。 洗浄剤として 75% のイソプ
ロピル・アルコール溶剤を使用し、純水で洗い流してください。

化学薬品の洗浄剤を使用しないでください。機器を損傷する恐れがあります。
ベンゼン、トルエン、キシレン、アセトンまたはこれに類似する溶剤を含有する
化学薬品を使用しないでください。

問題が発生した場合

機器に問題が生じた場合は、次の項をよく読んでください。 詳細なトラブル
シューティング手順は、ロジック・アナライザ製品のサービス・マニュアルで参
照できます。 その他の情報については、最寄りの当社サービス員にお問い合
わせください。

診断 ロジック・アナライザは、機器の電源が入るたびに、起動時のセルフ・テストを
実行します。 System メニューから Calibration and Diagnostics を選択すること
によって、診断の結果を表示することができます。 Extended diagnostics を選
択すると、より詳しい診断を行うことができます。 ここですべてのテストを実行し
たり、1 つ以上のテストをループしたり、エラーが発生するまでテストをループ
することができます。

拡張診断を実行する前に、取り付けられているすべてのプローブを取り外して
ください。

TLA メインフレームの診断: TLA メインフレームの診断プログラムは、スタンド
アローン・アプリケーションです。 これらの診断では、基本的な PC の回路だけ
ではなくメインフレームの動作をチェックします。 これらの診断では、ポータブ
ル・メインフレームのフロント・パネル・ノブもチェックします。
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CheckIt ユーティリティ: CheckIt ユーティリティは、Windows の Start メニュー
（Start → Programs → CheckIt Utilities）に表示される個別のアプリケーション
です。この診断は、コントローラの基本的な PC の動作をチェックします。

ソフトウェアに関する問
題

ロジック・アナライザはほとんどのソフトウェアがインストールされた状態で納品
されます。 診断を実行する前に、オンライン・リリース・ノートをチェックして、ロ
ジック・アナライザ・ソフトウェアがモジュールのファームウェアと互換性があるこ
とを確認してください。

ソフトウェアに関する問題の多くは、ソフトウェア・ファイルの破損または不足が
原因になっている可能性があります。 ほとんどの場合、ソフトウェアに関する
問題を解決するための最も簡単な方法は、ソフトウェアを再インストールして、
画面の指示に従うことです。 (87 ページ 「ソフトウェアのリストアと再インストー
ル」 参照)。

ハードウェアに関する問
題

ロジック・アナライザが正しくインストールされている場合は、System メニュー
の下の拡張診断を実行して、問題を識別します。 ロジック・アナライザの電源
がオンになっていてデスクトップにアクセスできる場合は、CheckIt ユーティリ
ティ・ソフトウェアを実行して、考えられるコントローラ・ハードウェアの問題を識
別します。

外部の TLA メインフレームの診断を実行して、他の診断では見つけることが
できない問題を識別することもできます。 TLA メインフレームの診断は、Start
メニューの Tektronix Logic Analyzer programs にあります。

ご返送の際の梱包

メインフレームまたはモジュールを修理のために当社サービス受付センターに
ご返送される場合は、所有者の名前と住所、シリアル番号、および発生した問
題や必要なサービスの説明を示すタグをメインフレームまたはモジュールに貼
り付けてください。 ユニット全体をテストできるように、必ずモジュールとプロー
ブを同梱してください。

機器を輸送用に梱包する場合は、元の梱包資材を使用してください。 元の梱
包資材が使用できないか使用に適していない場合は、当社営業所にお問い
合わせいただき、新しい梱包資材を入手してください。
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付録 C: アクセサリとオプション

アクセサリ

このセクションでは、ポータブルおよびベンチトップの機器で使用できるスタン
ダード・アクセサリとオプショナル・アクセサリを一覧で示します。 互換性のある
ロジック･アナライザ・モジュールに関するオプションについても一覧にしていま
す。

表 12: スタンダード・アクセサリ、ポータブル・メインフレーム用

数量 アクセサリ 部品番号

各 1 電源コード用クリップ 343-1213-00

各 1 ホイール機能付き USB 光学式マウス 119-7054-00

各 1 マウス・パッド 016-1524-05

各 1 モジュール・フィラ・パネル 333-4206-00

各 1 フロント・パネル・カバー 200-4939-00

各 2 ジャンパ（モジュール・ファームウェア書き換
え用）

131-4356-00

製品 CD、TLA アプリケーション・ソフトウェア
V5.7

NERO CD およびライセンス

NIST、Z540-1、および ISO9000 の校正証明書

資料パッケージ

表 13: スタンダード・アクセサリ、ベンチトップ・メインフレーム用

数量 アクセサリ 部品番号

各 1 TLA7016 型インタフェース・モジュール、1 ス
ロット

650-4733-00

各 1 LAN ケーブル、8m 174-5225-xx

各 5 モジュール・フィラ・パネル 333-4206-00

各 5 ジャンパ（モジュール・ファームウェア書き換
え用）

131-4356-00

製品 CD、TLA アプリケーション・ソフトウェア
V5.7

NERO CD およびライセンス

NIST、Z540-1、および ISO9000 の校正証明書

資料パッケージ
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表 14: オプショナル・アクセサリ、ポータブル・メインフレーム用

数量 アクセサリ 部品番号

各 1 リムーバブル HDD セット、80GB、ソフトウェア
なし

650-4815-xx

各 1 GbE スイッチ 020-2666-00

各 1 車輪付き運搬ケース 161-1522-00

各 1 ラックマウント・キット 020-2664-00

表 15: オプショナル・アクセサリ、ベンチトップ・メインフレーム用

数量 アクセサリ 部品番号

各 1 GbE スイッチ 020-2666-00

各 1 車輪付き運搬ケース 161-1651-00

各 1 ラックマウント・キット 020-2369-xx

表 16: オプショナル・アクセサリ、デスキュー・フィクスチャ

数量 アクセサリ 部品番号

各 1 P6800 型デスキュー・フィクスチャ。P6800 型ス
タイル・アクイジション・プローブのいずれかを使
用。SMA コネクタ付き同軸ケーブルを含む

020-2942-00

各 1 P6960 型デスキュー・フィクスチャ。P6960 型スタ
イル・アクイジション・プローブのいずれかを使用

020-2940-00
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オプション

この機器では、次のオプションを注文できます。

表 17: 機器のオプション

オプショ
ン 説明

TLA7012
型ポー
タブル

TLA7016
型ベン
チトップ

18 タッチ・スクリーンの追加

1C iView 外部オシロスコープ・ケーブル・キットを追加

2C USB-iView 外部オシロスコープ・ケーブル・キットの追加

1K LACART 機器カートを追加（TLA7012 型）

1K K4000 機器カートを追加（TLA7016 型）

1N 製品の現地インストール・サービス

88 工場でのモジュールの取り付け

LG1 TLA 関連情報 CD-ROM

フィールド・アップグレード

TLA7KUP さまざまなアップグレードが可能です。 使用可能な TLA7KIP オプションの
一覧については、当社までお問い合わせください。連絡先は、このマニュ
アルの冒頭に記載されています。

利用できるサービス

C3 3 年間の校正サービス延長

C5 5 年間の校正サービス延長

D1 校正データ・レポート

D3 オプション校正サービス用のテスト・データ C3

D5 オプション校正サービス用のテスト・データ C5

R3 3 年間の延長修理保証

R5 5 年間の延長修理保証

S1 1 年間の現地サービス

S3 3 年間の現地サービス

S5 5 年間の現地サービス

表 18: 電源コード

オプション 説明 部品番号

TLA7012 型ポータブル・メインフレーム

A0 北米、IEC320 C13 161-0104-00

A1 汎用欧州、IEC320 C13 161-0104-06

A2 イギリス、IEC320 C13 161-0104-07

A3 オーストラリア、IEC320 C13 161-0104-14
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オプション 説明 部品番号

A4 240 V 北米、IEC320 C13 161-0104-08

A5 スイス、IEC320 C13 161-0167-00

A6 日本、IEC320 C13 161-A005-00

A10 中国、IEC320 C13 161-0306-00

A11 インド／南アフリカ、IEC320 C13 161-0324-00

A99 電源コードなし

TLA7016 型ベンチトップ・メインフレーム

A0 北米、IEC320 C19 161-0328-00

A1 汎用欧州、IEC320 C19 161-0333-00

A2 イギリス、IEC320 C19 161-0329-00

A3 オーストラリア、IEC320 C19 161-0330-00

A4 240 V 北米、IEC320 C19 161-0332-00

A5 スイス、IEC320 C19 161-0331-00

A6 日本、IEC320 C19（US 120 V） 161-0328-00

A6 日本、IEC320 C19（US 120 V） 161-0332-00

A10 中国、IEC320 C19 161-0337-00

A11 インド／南アフリカ、IEC320 C19 161-0338-00

A99 電源コードなし

GBe スイッチ、TL708EX

A0 北米、IEC320 C13 161-0066-00

A1 汎用欧州、IEC320 C13 161-0066-09

A2 イギリス、IEC320 C13 161-0066-10

A3 オーストラリア、IEC320 C13 161-0066-13

A4 240 V 北米、IEC320 C13 161-0066-12

A5 スイス、IEC320 C13 161-0154-00

A6 日本、IEC320 C13 161-0298-00

A10 中国、IEC320 C13 161-0304-00

A11 インド／南アフリカ、IEC320 C13 161-0400-00

A99 電源コードなし

表 19: TLA7AC4 型モジュール用オプション

1S ステート速度 235 MHz におけるレコード長 8 MB へ
の増設

2S ステート速度 235 MHz におけるレコード長 32 MB へ
の増設
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表 19: TLA7AC4 型モジュール用オプション （続き）

3S ステート速度 235 MHz におけるレコード長 128 MB
への増設

4S ステート速度 450 MHz におけるレコード長 2 MB へ
の増設

5S ステート速度 450 MHz におけるレコード長 8 MB へ
の増設

6S ステート速度 450 MHz におけるレコード長 32 MB へ
の増設

7S ステート速度 450 MHz におけるレコード長 128 MB
への増設

88 工場出荷設定

R3 3 年間の延長修理保証

R5 5 年間の延長修理保証

C3 初期の認証と追加の校正 2 回

C5 初期の認証と追加の校正 4 回

D1 テスト・データ・レポートの追加

D3 テスト・データ・レポートの追加（オプション C3 の注
文が必須）

D5 テスト・データ・レポートの追加（オプション C5 の注
文が必須）

IN 製品の現地インストール・サービス

表 20: TLA7Bxx 型モジュール用オプション

1S ステート速度 750 MHz におけるレコード長 4 MB へ
の増設

2S ステート速度 750 MHz におけるレコード長 8 MB へ
の増設

3S ステート速度 750 MHz におけるレコード長 16 MB へ
の増設

4S ステート速度 750 MHz におけるレコード長 32 MB へ
の増設

5S ステート速度 750 MHz におけるレコード長 64 MB へ
の増設

6S ステート速度 1.4 GHz におけるレコード長 2 MB へ
の増設

7S ステート速度 1.4 GHz におけるレコード長 4 MB へ
の増設
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表 20: TLA7Bxx 型モジュール用オプション （続き）

8S ステート速度 1.4 GHz におけるレコード長 8 MB へ
の増設

9S ステート速度 1.4 GHz におけるレコード長 16 MB へ
の増設

AS ステート速度 1.4 GHz におけるレコード長 32 MB へ
の増設

BS ステート速度 1.4 GHz におけるレコード長 64 MB へ
の増設

88 工場出荷設定

R3 3 年間の修理保証延長

R5 5 年間の修理保証延長

CA1 1 回の校正作業または指定された校正間隔

C3 初期の認証と追加の校正 2 回

C5 初期の認証と追加の校正 4 回

D1 テスト・データ・レポートの追加

D3 テスト・データ・レポートの追加（オプション C3 の注
文が必須）

D5 テスト・データ・レポートの追加（オプション C5 の注
文が必須）

表 21: TLA7BC4 型モジュール用オプション

1S ステート速度 1.4 GHz におけるレコード長 128 MB へ
の増設

88 工場出荷設定

R3 3 年間の修理保証延長

R5 5 年間の修理保証延長

CA1 1 回の校正作業または指定された校正間隔

C3 初期の認証と追加の校正 2 回

C5 初期の認証と追加の校正 4 回

D1 テスト・データ・レポートの追加

D3 テスト・データ・レポートの追加（オプション C3 の注
文が必須）

D5 テスト・データ・レポートの追加（オプション C5 の注
文が必須）
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フィールド・キット・オプション

TLA7NAx シリーズ・モジュールで提供される PowerFlex には、ステート速度お
よびレコード長の設定をアップグレードする機能があります。このアップグレー
ドは、対応するロジック・アナライザを初回ご購入の後、いつでも可能です（長
期製品サポートの期間終了まで）。

フィールド・キット・オプションを利用するためには、アップグレードしたいモ
ジュール上で PowerFlex ユーティリティを起動します。 このユーティリティによ
り正しい注文情報が得られます。
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付録 D: TLA7000 ネットワーク・インストール実地調査

このシートをコピーし、システムのインストールに使用します。

お客様：

インストール実施
者：

実施日：

TLA7000 ネットワーク情報（お客様の IT 部門と共有）

アイテ
ム 説明 値

1 IP アドレスのデフォルト DHCP

2 オペレーティング・システム／サービス・パック

3 コンピュータ名

4 管理者パスワード

5 ファイアウォール マイクロソフト社、有効

6 ウイルス対策ソフト なし

7 ネットワーク・ポート情報 TLA アプリケーション - ポート 111
TPI.NET - ポート 9000
Windows XP リモート・デスクトップ - ポート 3389

ネットワーク・インストール情報（IT 部門で提供）

アイテ
ム 説明 値

1 ユーザ名

2 デフォルトのパスワード

3 ドメイン名

4 DNS のサフィックス

5 IP アドレス（固定または DHCP）

6 セキュリティの要件

7 コンピュータの命名規則

8 DNS アドレス

9 プロキシ・サーバのアドレス

10 RJ45 指し込み口の場所／アクティブ化

その他の注意点
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（続き）
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